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自然が豊かで、周りの人が温かい!!



第３回定例会

　

令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
が
９
月
７
日
か
ら
17
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
提

出
議
案
は
、
専
決
処
分
の
承
認
に
関
す
る
も
の
１
件
、
条
例
の
制
定
に
関
す
る
も

の
３
件
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
の
決
算
認
定
に
関

す
る
も
の
８
件
、
令
和
２
年
度
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
関

す
る
も
の
１
件
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
の
議
定
に
関

す
る
も
の
４
件
、
人
事
案
件
に
関
す
る
も
の
１
件
の
合
計
18
案
件
。
令
和
２
年
度

一
般
会
計
決
算
が
不
認
定
で
、
そ
の
他
は
全
て
可
決
、
認
定
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
の
決
議
・
意
見
書
等
も
４
件
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

官
製
談
合
事
件

問　

泉
井
交
流
体
験
エ
リ

ア
・
上
熊
井
農
産
物
直
売
所

の
整
備
費
用
に
、
国
庫
補
助

金
１
億
５
３
２
３
万
円
が
含

ま
れ
て
い
る
。
官
製
談
合
不

正
事
件
に
よ
っ
て
、
国
か
ら

国
庫
補
助
金
の
返
還
を
求
め

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

関
東
農
政
局
と
協
議
中

だ
が
、
該
当
す
る
場
合
に
は
、

返
還
が
生
じ
る
。

泉
井
交
流
体
験
エ
リ
ア

問　

地
元
要
望
が
反
映
さ
れ

た
施
設
な
の
か
。

答　

地
元
の
話
し
合
い
の
中

で
、
亀
井
地
区
に
は
集
会
施

設
機
能
が
足
り
ず
、
ま
た
地

域
の
文
化
伝
統
を
継
承
す
る

た
め
に
は
、
外
部
と
の
交
流

が
必
要
だ
と
指
摘
を
受
け
、

令
和
２
年
度

一
般
会
計
決
算

官製談合事件の影響が懸念される地元対策事業　泉井交流体験エリア

決算審査特別委員会を設置
活発な討論を展開

一般会計決算不認定‼
賛成議員なし

施
設
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
、

地
元
集
会
で
了
承
さ
れ
た
。

町
営
路
線
バ
ス

問　

越
生
駅
ま
で
延
伸
さ
れ

た
が
、
町
内
か
ら
越
生
駅
ま

で
の
利
用
者
は
。

答　

１
日
平
均
４
人
程
度
。

た
め
池

問　

埼
玉
西
部
環
境
保
全
組

合
か
ら
の
周
辺
対
策
費
３
５

０
０
万
円
を
活
用
し
て
、
た

め
池
改
修
・
測
量
・
設
計
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
官
製
談

合
不
正
事
件
に
よ
り
、
着
工

で
き
な
い
状
況
だ
。
こ
れ
ま

で
実
施
し
て
き
た
測
量
調
査

が
、
無
駄
に
な
る
の
で
は
。

答　

今
回
は
概
算
工
事
の
設

計
で
あ
り
、
無
駄
に
な
る
事

は
な
い
。

特
別
定
額
給
付
金

問　

町
民
１
人
あ
た
り
10
万

円
を
支
給
す
る
事
業
だ
が
、

執
行
状
況
は
。

答　

不
明
者
・
辞
退
者
が
あ

り
、
99
・
９
％
の
給
付
率
。

財
政
調
整
基
金

問　

財
政
調
整
基
金
積
み
立

て
１
億
１
５
６
万
円
。
住
民

要
望
に
応
え
る
対
策
を
考
え

て
は
。

答　

安
定
的
な
財
政
運
営
の

た
め
に
も
、
財
源
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
。

公
園
緑
地
管
理
業
務

問　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
公
園

で
は
、
草
刈
り
が
年
２
回
だ

け
で
草
が
繁
茂
し
て
い
る
。

町
内
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が

自
主
的
に
草
刈
り
を
し
て
い

る
。
燃
料
費
な
ど
の
補
助
が

で
き
な
い
か
。

答　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ケ
ガ

を
し
た
時
の
補
償
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
課
題
が
あ
る
。
住

民
参
加
型
の
公
園
管
理
が
で

き
な
い
か
、
研
究
し
た
い
。

活
性
化
施
設

問

問問 問

問問

問 答

答

答答

答

答

答
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問　

ま
つ
ぼ
っ
く
り
、
亀
井

農
村
セ
ン
タ
ー
の
利
用
が
低

調
だ
が
。

答　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
、

味
噌
づ
く
り
も
地
区
の
集
会

も
開
か
れ
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

問　

現
在
の
交
付
状
況
は
。

答　

令
和
元
年
度
が
３
０
７

枚
、
令
和
２
年
度
が
１
４
７

５
枚
。

　

県
内
の
普
及
率
は
33
・
９

％
、
当
町
は
35
・
９
％
、
63

市
町
村
中
21
位
。

工
事
契
約
の
入
札

問　

要
綱
に
は
、
設
計
額
が

１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
も

の
は
、
一
般
競
争
入
札
に
す

る
と
あ
る
。

　

令
和
２
年
度
の
該
当
す
る

工
事
の
う
ち
、
一
般
競
争
入

札
以
外
の
契
約
は
何
件
か
。

答　

６
件
の
う
ち
３
件
が
指

名
競
争
入
札
。

問　

要
綱
に
則
っ
て
、
一
般

競
争
入
札
を
採
用
す
べ
き
で

は
な
か
っ
た
か
。

答　

短
期
間
で
行
え
る
指
名

競
争
入
札
と
し
た
が
、
指
摘

の
通
り
、
例
外
規
定
の
拡
大

解
釈
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
『
鳩
山
町
不
正
事
件

に
係
る
再
発
防
止
対
策
報
告

書　
（
中
間
報
告
書
）』
に
お

い
て
、
要
綱
の
規
定
遵
守
を

明
記
し
た
。

防
災
行
政
無
線

問　

聞
こ
え
な
い
と
い
う
問

合
せ
に
、
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
る
の
か
。

答　

毎
年
度
、
現
地
に
赴
き

調
整
し
た
り
、
個
別
の
対
応

を
し
て
い
る
。

　

町
民
税
個
人
の
徴
収
不
納

で
、
即
時
消
滅
が
約
１
５
９

万
円
や
固
定
資
産
税
約
２
８

５
万
円
が
多
い
。

　

泉
井
交
流
体
験
エ
リ
ア
や

上
熊
井
農
産
物
直
売
所
の
工

事
は
、
地
元
要
望
と
の
関
係

か
ら
、
規
模
等
が
大
き
す
ぎ

た
、
農
業
の
将
来
展
望
構
想

が
な
い
な
ど
、
疑
問
が
残
る
。

　

財
政
調
整
基
金
を
使
っ
て
、

住
民
要
望
を
取
り
入
れ
る
べ

き
だ
。�

（
根
岸
）

　

泉
井
交
流
体
験
エ
リ
ア
と

上
熊
井
農
産
物
直
売
所
は
、

町
営
路
線
バ
ス
と
の
連
携
活

用
で
滞
在
回
遊
型
観
光
振
興

を
目
的
の
一
つ
と
し
た
が
、

〈
反
対
討
論
〉

町
か
ら
指
定
管
理
者
に
要
請

が
な
い
。

　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
公
園
緑

地
管
理
は
、
業
務
実
施
時
期

が
住
民
要
望
と
合
致
し
て
い

な
い
。

　

防
災
は
、
避
難
行
動
要
支

援
者
等
の
登
録
は
あ
る
も
の

の
、
運
用
方
法
未
確
定
で
要

避
難
の
際
、
機
能
し
な
い
。

　

給
食
会
計
は
、
運
用
資
金

が
枯
渇
寸
前
だ
が
、
対
策
を

打
た
な
か
っ
た
。�

（
日
坂
）

　

こ
の
数
年
間
の
ハ
コ
モ
ノ

行
政
は
、
住
民
の
理
解
が
得

ら
れ
て
い
な
い
。
住
民
と
一

緒
に
活
用
に
つ
い
て
検
討
を

す
す
め
る
べ
き
。

　

官
製
談
合
は
管
理
責
任
の

甘
さ
と
制
度
の
隙
が
露
呈
し

た
。
今
回
の
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
意
識
の
向
上
と
執
行

体
制
の
緊
張
感
、
制
度
の
刷

新
が
図
ら
れ
、
住
民
か
ら
信

頼
さ
れ
る
町
政
運
営
が
す
す

め
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
。

�

（
野
田
）

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
い
ち
早

く
特
別
定
額
給
付
金
の
支
給

に
努
め
た
こ
と
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
助

成
を
し
た
こ
と
等
、
高
く
評

価
し
て
い
る
が
、
官
製
談
合

防
止
法
違
反
事
件
は
、
令
和

２
年
度
の
決
算
に
も
影
響
し

て
い
る
。
ご
み
処
理
施
設
周

辺
対
策
費
に
係
る
２
億
円
の

皆
減
措
置
、
農
山
漁
村
振
興

交
付
金
返
還
に
つ
い
て
国
と

の
協
議
・
調
整
中
。
課
題
を

抱
え
た
ま
ま
の
状
態
で
認
定

は
で
き
な
い
。�

（
中
山
）

　

昨
年
の
予
算
審
議
で
は
賛

成
６
反
対
５
で
可
決
さ
れ
た
。

反
対
の
理
由
は
９
億
円
の
起

債
。
交
付
金
で
確
保
で
き
な

か
っ
た
工
事
費
用
の
不
足
分

を
町
債
（
血
税
）
で
埋
め
た

も
の
で
容
認
で
き
な
か
っ
た

か
ら
だ
。
議
会
の
採
決
の
意

図
を
顧
み
ず
、
建
設
費
の
縮

小
を
行
わ
ず
進
め
、
完
成
し

た
も
の
は
、
行
政
効
果
が
評

価
で
き
ず
、
投
入
金
額
に
見

合
っ
た
施
工
内
容
と
思
え
な

い
も
の
だ
っ
た
。
従
っ
て
不

認
定
。�

（
関
根
）

令和２年度一般会計決算（歳出） 令和２年度一般会計決算（歳入）

※その他はゴルフ場利用税交付金、地方譲与税、財産収入などです。
※万円未満四捨五入のため、構成比が合わない場合があります。

※その他は、議会費、災害復旧費、労働費などです。
※万円未満四捨五入のため、構成比が合わない場合があります。

国庫支出金

町税

地方交付税

町債

県支出金

繰越金

地方消費税交付金

繰入金

分担金及び負担金

諸収入

その他

27.9%

20.7%

17.0%

11.3%

5.7%

4.1%

3.3%

2.9%

2.6%

1.1%

3.4%

22億7,912万円

16億9,306万円

13億9,274万円

9億1,946万円

4億6,344万円

3億3,628万円

2億7,121万円

2億3,355万円

2億1,586万円

9,230万円

2億7,503万円

総務費

民生費

公債費

教育費

土木費

衛生費

消防費

農林水産業費

商工費

その他

45.3%

19.0%

7.2%

7.0%

6.6%

5.2%

4.1%

3.0%

1.2%

1.3%

36億　345万円

15億　968万円

5億7,421万円

5億5,933万円

5億2,863万円

4億1,711万円

3億2,362万円

2億3,969万円

9,761万円

1億　572万円

グラフの見方：項目・構成比・金額

問問問問

問

答答答答

答
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決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
設
置
に
先
立
ち
、

令
和
２
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
は
町
長
・
教
育

長
に
総
括
的
な
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
員
本
人
が
要
約
し
、
執
筆
し
た
原
稿
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

総
括
質
疑　

３
議
員
が
登
壇

委員全員が発言

町
長
に
問
う
！

日
坂　

和
久 
議
員

大
賀　

広
史 

議
員

根
岸
富
一
郎 

議
員

問　

令
和
２
年
度
は
、
本
来

第
５
次
総
合
計
画
の
最
終
年

度
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
取
り

組
み
が
、
今
後
の
魅
力
と
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
創
造

に
、
い
か
に
つ
な
が
る
の
か
。

答　

北
部
地
域
で
は
、
推
進

地
区
と
町
全
体
の
活
性
化
の

た
め
、
泉
井
交
流
体
験
エ
リ

ア
・
上
熊
井
農
産
物
直
施
所

の
整
備
完
了
。
公
共
交
通
で

は
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

町
外
・
土
日
運
行
等
を
決
定

し
、
商
業
活
性
化
策
で
は
、

３
次
に
わ
た
り
応
援
給
付
金

交
付
と
利
子
補
給
補
助
の
拡

充
を
行
っ
た
。

問　

何
を
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

の
最
重
要
事
業
と
し
、
町
全

体
の
横
断
的
感
染
対
策
に
つ

な
げ
た
の
か
伺
う
。

答　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
事
前

調
整
を
医
師
会
等
と
い
ち
早

く
行
い
、
接
種
率
向
上
に
つ

な
が
っ
た
。
ま
た
、
特
別
給

付
金
は
、
担
当
課
の
横
断
体

制
に
よ
り
県
内
最
速
の
支
給

と
な
っ
た
。

北
部
地
域
活
性
化
事
業

問　

第
１
期
取
組
方
針
の
期

間
は
終
了
し
た
が
、
ほ
ぼ
全

て
の
事
業
は
、
計
画
予
算
を

大
幅
に
超
過
し
て
お
り
、
議

会
は
予
算
調
達
が
困
難
の
際
、

事
業
見
直
し
を
要
求
し
て
き

た
。
町
長
は
、
各
事
業
の
総

額
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答　

計
画
額
と
実
績
額
の
乖

離
は
把
握
し
て
い
る
。
所
管

課
に
留
意
す
る
よ
う
伝
え
た
。

問　

今
後
は
頼
れ
る
交
付
金

も
少
な
く
、
財
源
不
足
は
明

白
だ
。
町
長
み
ず
か
ら
先
頭

に
立
ち
、
地
元
の
皆
さ
ま
と

の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
、

働
く
べ
き
だ
。
議
会
に
も
計

画
の
検
証
結
果
及
び
反
省
点

を
示
せ
。

答　

実
際
、
事
業
の
見
直
し

は
難
し
か
っ
た
。
議
員
の
要

望
に
対
し
て
は
、
町
財
政
を

預
か
る
も
の
と
し
て
、
覚
悟

を
持
っ
て
取
り
組
み
た
い
。

問　

鳩
山
町
の
「
標
準
財
政

規
模
」
に
つ
い
て
ど
う
考
え

る
か
。

答　

一
定
の
ル
ー
ル
に
基
づ

い
た
算
出
で
あ
り
、
財
政
指

標
の
１
つ
と
し
て
補
足
的
に

考
え
て
い
る
。

問　

町
長
は
財
政
調
整
金
の

目
的
を
何
と
考
え
て
い
る
か
。

答　

年
度
間
の
財
源
不
均
衡

の
調
整
や
自
然
災
害
な
ど
に

備
え
る
必
要
も
あ
る
の
で
、

３
～
６
億
円
は
必
要
。

問　

町
民
税
が
年
々
減
り
、

住
民
要
望
は
多
く
な
っ
て
い

る
。
財
政
運
営
は
、
平
準
化

し
て
30
～
40
億
円
規
模
で
行

い
、
余
り
は
住
民
要
望
に
使

う
よ
う
に
し
た
ら
良
い
の
で

は
な
い
か
。

　

思
う
に
、
北
部
地
域
活
性

化
や
農
業
振
興
の
補
助
金
等

で
、
施
設
づ
く
り
に
な
っ
て

い
な
い
か
。

答　

事
業
は
、
住
民
生
活
に

必
要
な
も
の
ば
か
り
だ
。

委員間自由討議

＜北部活性化事業等について＞
■令和２年度予算は、反対意見が多かった。
　 �予算が通れば執行部の思い通りに進めていく
姿勢が、何年も続いており、町民代表として
の議員の意見が無視されている。

■ �泉井交流体験エリアは、１年間工事着手を伸
ばした。何度も事業の縮減を提言したが、令
和２年度に何の変更もせずに、上程されたこ
とに怒りを感じた。

■ �鳩山ニュータウン再生創造事業、北部地域活
性化事業等に取り組んできたが、国庫補助等
はあるが、大きな債務が積み上がった。

■ �官製談合事件は執行部の監視能力の甘さ、入
札制度の不備が起因している。

■ �整備した箱物４施設は、建築費が異常に高い
と指摘してきた。

■ �町営路線バスは、東松山市やときがわ町のバ
ス等と乗り換えがスムーズにできれば、いろ
いろな所に行けるのではないか。

■ �町営路線バスを活用しての滞在回遊型観光育
成事業が、うたわれていない。

■ �ごみ焼却施設整備に関して、執行部の対応は
失敗だったと思う。

■ �今後は、地元に整備した各施設の運用方法を
しっかり考え、活性化につなげてほしい。

■ �活性化は箱物を造ることでなく、町外の人に
鳩山町へ来てもらうことだ。上熊井農産物直
売所は、熊本県の指定管理者が入り、やり方
によっては人が来る可能性もある。

■ �地方自治の基本である「最小の経費で最大の
効果をあげる」ことに取り組んでいるか。職
員は多忙なためか、業者から言われるままの
額で契約したり、丸投げをしているのではな
いか。

＜コロナ対応について＞
■ �いち早くコロナ対策プロジェクトチームを立
ち上げ、率先して取り組み、県内でもトップ
クラスのワクチン接種率を挙げていることは
評価できる。

■ �臨時交付金は、町関連の費用に使うことが多
く、直接、町民に還元されることが少なかっ
たことは、反省すべき。

　決算審査特別委員会において１日目は質疑、２日目は
委員が自由に意見交換し、決算の論点を整理し、課題・
問題を明確にしました。これは議会改革の中で取り入れ
たもので、先進的な取り組みです。

問

問

問問問

問

問 答

答

答答答

答

答
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令
和
２
年
度
特
別

会
計
等
決
算
認
定

令
和
２
年
度
事
業

会
計
決
算
認
定

令
和
３
年
度
特
別

会
計
補
正
予
算

令
和
３
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算　

（
第
４
号
）

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
決
算
認
定

水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

手
数
料
徴
収
条
例

個
人
情
報
保
護
条
例
の
改
正

介
護
保
険

特
別
会
計
決
算
認
定

　

埼
玉
西
部
環
境
保
全
組
合

議
会
が
周
辺
対
策
事
業
交
付

金
２
億
円
を
減
額
す
る
補
正

予
算
を
可
決
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
そ
の
影
響
を
懸
念
す

る
質
疑
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

問　

２
億
円
の
減
額
に
よ
り
、

一
時
的
に
地
元
対
策
事
業
の

執
行
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
に

つ
い
て
、
地
元
へ
説
明
し
た

結
果
は
ど
の
よ
う
か
。

答　

地
元
住
民
と
し
て
は
、

地
元
対
策
事
業
を
着
実
に
進

め
て
ほ
し
い
と
強
い
要
請
が

あ
っ
た
。

問　

２
億
円
は
な
く
て
も
地

元
対
策
事
業
は
進
め
る
の
か
。

答　

組
合
か
ら
の
再
交
付
を

前
提
と
し
て
、
地
元
対
策
事

業
を
進
め
る
考
え
だ
。

問　

２
億
円
が
再
交
付
さ
れ

ず
、
地
元
対
策
事
業
が
執
行

で
き
な
い
場
合
、
地
元
と
の

協
定
違
反
に
な
る
。
そ
の
場

合
、
地
元
か
ら
ご
み
処
理
場

の
工
事
差
し
止
め
要
求
が
出

る
の
で
は
な
い
か
。

答　

可
能
性
と
し
て
は
あ
る
。

　

納
税
者
の
負
担
が
多
す
ぎ

る
。
基
金
積
み
立
て
が
で
き

る
の
な
ら
、
負
担
を
軽
減
す

べ
き
。�

（
根
岸
）

　

世
帯
数
、
世
帯
人
数
な
ど

を
調
査
し
、
５
立
方
メ
ー
ト

ル
を
基
本
料
金
と
す
る
な
ど

の
料
金
体
系
を
見
直
す
べ
き
。

�

（
根
岸
）

問　

基
金
積
み
立
て
よ
り
、

納
税
額
を
下
げ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

問　

保
険
料
は
下
げ
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

答　

で
き
れ
ば
据
え
置
き
、

値
上
げ
で
も
最
小
限
に
と
ど

め
た
い
。

　

デ
ジ
タ
ル
庁
の
ト
ッ
プ
が

内
閣
総
理
大
臣
に
な
る
。
情

報
を
集
約
す
る
デ
ジ
タ
ル
庁

が
、
す
べ
て
の
官
庁
の
上
に

立
て
ば
、
各
省
庁
・
警
察
な

ど
が
持
つ
個
人
情
報
が
一
元

管
理
さ
れ
、
監
視
社
会
に
つ

な
が
る
懸
念
は
ぬ
ぐ
え
な
い
。

�

（
野
田
）

　

埼
玉
西
部
環
境
保
全
組
合

か
ら
交
付
予
定
の
２
億
円
が

削
ら
れ
る
事
態
に
な
っ
て
、

補
正
で
ど
の
よ
う
に
繕
っ
て

も
、
税
金
を
使
う
こ
と
に
違

い
な
い
の
で
、
反
対
す
る
。

�

（
根
岸
）

　

も
ら
え
な
い
２
億
円
を
住

民
の
血
税
で
埋
め
る
と
の
こ

と
だ
が
、
町
の
失
敗
を
住
民

に
な
す
り
つ
け
る
こ
と
に
な

る
。
２
億
円
は
１
世
帯
あ
た

り
に
換
算
す
る
と
、
な
ん
と

　

契
約
不
履
行
、
工
事
差
し

止
め
に
な
る
と
、
組
合
構
成

市
町
の
住
民
に
と
っ
て
不
利

益
と
な
る
の
で
、
賛
成
せ
ざ

る
を
得
な
い
。

　

周
辺
対
策
事
業
が
で
き
な

い
場
合
は
、
町
長
を
は
じ
め

執
行
部
の
責
任
は
重
大
で
あ

り
、
責
任
を
取
る
覚
悟
で
地

元
対
策
費
の
再
交
付
に
臨
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
石
井
徹
）

　

保
険
料
は
年
度
で
使
い
切

る
べ
き
。
地
域
支
援
事
業
な

ど
に
使
う
べ
き
で
な
い
。　

�

（
根
岸
）

　

準
備
基
金
が
３
億
円
以
上

あ
り
、
保
険
料
を
下
げ
る
べ

き
。�

（
根
岸
）

〈
反
対
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

〈
賛
成
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

特
産
品
販
売
施
設（
旬
の
花
）

借
地
復
旧
工
事
費
用

問　

農
地
転
用
復
旧
工
事
は

せ
ず
、
次
の
事
業
者
へ
引
き

継
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　

契
約
上
、
廃
止
の
場
合
、

農
地
へ
の
復
旧
工
事
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

上
熊
井
農
産
物
直
売
所
の
調

理
加
工
設
備
機
器
設
置
工
事

問　

設
備
費
用
は
常
識
的
に

は
３
５
０
万
円
程
だ
が
、
７

０
０
万
円
の
設
備
に
な
っ
て

い
る
。
異
常
に
高
額
で
あ
る
。

本
当
に
必
要
な
費
用
か
。

答　

厨
房
関
係
専
門
業
者
２

社
か
ら
の
見
積
も
り
に
基
づ

い
て
出
し
た
金
額
で
、
飲
食

店
営
業
許
可
な
ど
の
た
め
、

配
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

た
め
池
劣
化
状
況
評
価

問　

評
価
業
務
は
、
な
ぜ
必

要
か
。

答　

防
災
重
点
農
業
用
た
め

池
の
防
災
工
事
の
具
体
的
な

整
備
に
向
け
て
、
劣
化
状
況

評
価
が
必
須
で
、
国
の
補
正

予
算
で
組
ま
れ
た
も
の
。

問　

令
和
４
年
度
に
繰
り
越

し
て
も
よ
い
事
業
で
は
な
い

か
。

答　

県
の
10
年
計
画
を
整
備

す
る
た
め
に
、
こ
の
劣
化
状

況
評
価
が
必
須
で
あ
り
、
終

了
し
な
い
と
計
画
に
盛
り
込

め
な
い
の
で
、
早
く
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

ア
ラ
イ
グ
マ
回
収
・
処
分

問　

委
託
料
が
減
額
に
な
っ

て
い
る
。
１
頭
当
た
り
の
単

価
と
委
託
内
容
は
ど
の
よ
う

か
。

答　

１
頭
当
た
り
１
万
７
６

０
０
円
で
契
約
。
処
分
は
ガ

ス
ま
た
は
獣
医
に
よ
る
殺
処

分
。
こ
れ
は
安
楽
殺
と
認
識

し
て
い
る
。

約
３
万
円
の
負
担
だ
。
こ
れ

を
ど
う
し
て
合
意
で
き
よ
う

か
。
可
決
し
た
な
ら
住
民
へ

の
背
信
行
為
に
な
る
。
従
っ

て
反
対
だ
。
同
組
合
か
ら
の

再
交
付
を
受
け
た
時
点
で
補

正
す
れ
ば
よ
い
。�

（
関
根
）

答　

計
画
的
に
自
己
負
担
額

軽
減
、
税
率
見
直
し
を
慎
重

に
検
討
し
て
い
く
。

問

問

問

問

問

問問問

問問 答

答

答

答 答

答答

答

答答
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今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
員
提
出
議
案

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

議
会
規
則
の
一
部
改
正

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
地
方
税
財

源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

沖
縄
戦
戦
没
者
の
遺
骨
等
を

含
む
土
砂
を
埋
立
て
に
使
わ

な
い
よ
う
求
め
る
意
見
書

　

近
年
、
議
員
の
な
り
手
不

足
が
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
解
消
に
向
け
、

女
性
や
若
者
を
は
じ
め
多
様

な
層
の
住
民
が
議
員
に
立
候

補
し
、
活
躍
で
き
る
環
境
に

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
議
会
へ
の
欠

席
事
由
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
医
学
的
な
知
見
を
踏
ま

え
、
母
性
保
護
の
観
点
か
ら

出
産
に
係
る
産
前
・
産
後
の

欠
席
期
間
を
規
定
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
は
、
国
に
甚
大

な
経
済
的
・
社
会
的
影
響
を

及
ぼ
し
て
お
り
、
地
方
財
政

は
来
年
度
も
財
源
不
足
が
避

け
ら
れ
な
い
状
況
の
た
め
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
的
に

提
供
す
る
に
は
、
地
方
交
付

税
な
ど
の
確
保
・
充
実
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
国
に
令

　

沖
縄
県
糸
満
市
摩
文
仁

（
ま
ぶ
に
）
を
中
心
に
広
が

る
南
部
地
域
は
、
自
然
公
園

法
に
基
づ
い
た
「
沖
縄
戦
跡

国
定
公
園
」
と
し
て
指
定
さ

れ
て
い
る
。
同
地
域
で
は
、

戦
争
で
犠
牲
を
強
い
ら
れ
た

民
間
人
や
命
を
落
と
さ
れ
た

兵
士
の
遺
骨
が
残
さ
れ
、
現

在
も
戦
没
者
の
遺
骨
収
集
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

さ
き
の
大
戦
で
犠
牲
に

な
っ
た
人
々
の
遺
骨
が
入
っ

た
土
砂
を
埋
立
て
に
使
用
す

る
こ
と
は
、
人
道
上
許
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
国

へ
以
下
の
事
項
を
実
現
す
る

よ
う
要
望
す
る
。

１　

�

戦
没
者
の
遺
骨
等
が
混

入
し
た
土
砂
を
あ
ら
ゆ

る
埋
立
て
に
使
用
し
な

い
。

和
４
年
度
地
方
財
政
対
策
及

び
地
方
税
制
改
正
に
向
け
、

要
望
書
を
提
出
。

２　

�

住
民
を
巻
き
込
ん
だ
地

上
戦
が
あ
っ
た
沖
縄
の

事
情
に
鑑
み
、「
戦
没

者
の
遺
骨
収
集
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
に
よ

り
、
日
本
政
府
が
主
体

と
な
っ
て
戦
没
者
の
遺

骨
収
集
を
実
施
す
る
。

　

沖
縄
戦
終
焉
の
地
に
は
激

戦
に
巻
き
込
ま
れ
、
日
本
軍

と
運
命
を
共
に
す
る
こ
と
を

強
要
さ
れ
た
看
護
女
子
高
生

や
多
く
の
住
民
た
ち
の
遺
骨

が
た
く
さ
ん
埋
も
れ
て
い
る
。

　

こ
の
土
と
遺
骨
を
辺
野
古

の
埋
め
立
て
に
使
っ
て
は
な

ら
な
い
。
沖
縄
県
民
の
怒
り

の
声
が
広
が
っ
て
い
る
。

�

（
根
岸
）

〈
賛
成
討
論
〉

　

英
霊
の
当
時
の
信
念
を
考

え
た
場
合
、
国
を
守
る
た
め

の
基
地
に
役
立
つ
な
ら
、
そ

れ
は
本
望
だ
と
す
る
考
え

だ
っ
た
は
ず
。
そ
れ
を
尊
重

し
反
対
す
る
。�

（
森
）

〈
反
対
討
論
〉

鳩
山
町
不
正
事
件
に
係
る
調
査
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る
決
議

〈
趣
旨
説
明
〉

　

官
製
談
合
防
止
法
違
反
等

の
事
件
が
発
生
し
、
こ
れ
に

よ
り
「（
仮
称
）
鳩
山
新
ご

み
焼
却
施
設
の
建
設
」
に
伴

う
周
辺
対
策
事
業
交
付
金
の

２
億
円
が
、
埼
玉
西
部
環
境

保
全
組
合
議
会
に
お
い
て
減

額
さ
れ
る
補
正
予
算
が
可
決

さ
れ
、
鳩
山
町
の
地
元
対
策

事
業
が
執
行
で
き
な
い
状
態

と
な
っ
た
。

　

こ
の
地
元
対
策
事
業
を
改

め
て
執
行
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、
今
回
の
不
祥

事
の
背
景
及
び
原
因
を
議
会

と
し
て
究
明
し
、
町
が
作
成

す
る
再
発
防
止
対
策
へ
の
指

摘
や
提
言
を
行
う
こ
と
が
極

め
て
重
要
だ
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
町
民
に
対
す
る
議

会
の
信
頼
回
復
に
努
め
、
二

元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
機

関
と
し
て
、
町
政
に
対
す
る

監
視
機
能
を
高
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
事

件
が
二
度
と
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
、
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
調
査
・
検
討
す
る
。

〈
名
称
〉

鳩
山
町
不
正
事
件
に
係
る

調
査
特
別
委
員
会

〈
設
置
の
根
拠
〉

地
方
自
治
法
第
１
０
９
条
及

び
委
員
会
条
例
第
５
条

〈
目
的
〉

　

不
正
事
件
の
背
景
や
町
の

現
行
制
度
等
の
調
査
を
行

い
、
原
因
の
究
明
と
再
発
防

止
に
向
け
た
方
策
を
町
に
提

言
す
る
た
め

〈
委
員
の
定
数
〉

11
人

（
議
長
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）

〈
調
査
期
間
〉

調
査
終
了
ま
で

　

全
会
一
致
で
可
決
後
、
互

選
で
、委
員
長
に
関
根
議
員
、

副
委
員
長
に
石
井
徹
議
員
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　

調
査
特
別
委
員
会
の
設
置

は
、
平
成
18
年
６
月
の
下
水

道
問
題
調
査
特
別
委
員
会
に

次
い
で
２
回
目
で
す
。

　

町
の
重
要
課
題
で
す
。

　

議
会
の
責
務
を
果
た
し
、

執
行
部
と
共
に
尽
力
し
て
い

き
ま
す
。
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「私たちは賛成・反対しました」
○は賛成　●は反対　退は退席　議は議長

令和３年第３回定例会 議案

議　員　氏　名

審議
結果

関
根
　
清
隆

石
井
　
　
徹

中
山
　
明
美

日
坂
　
和
久

小
鷹
　
房
義

森
　
　
利
夫

松
浪
健
一
郎

小
川
　
唯
一

石
井
　
計
次

根
岸
富
一
郎

野
田
小
百
合

大
賀
　
広
史

町
　
　
長
　
　
提
　
　
出

専決処分の承認（令和3年度一般会計補正予算（第3号））
新型コロナウイルスワクチンの接種体制の整備

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 承　　認

手数料徴収条例及び個人情報保護条例の一部改正
マイナンバー法の一部改正に伴うもの

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 議 原案可決

税条例の一部改正
町民税の一部改正に伴うもの

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

特産品販売施設条例を廃止する条例
特産品販売施設「旬の花」を閉館

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 議 原案可決

令和2年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分
未処分利益剰余金を次年度へ

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

令和3年度一般会計補正予算（第4号）の議定
歳入歳出それぞれ7,926万6千円減額。積立金２億円の減額等

● 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 ● 〇 議 原案可決

令和3年度国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
歳入歳出それぞれ1億719万8千円追加、前年度決算における剰余金

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 議 原案可決

令和3年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号）
歳入歳出それぞれ257万1千円追加

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

令和3年度介護保険特別会計補正予算（第1号）
歳入歳出それぞれ7,141万円追加

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 ● 〇 議 原案可決

令和2年度一般会計歳入歳出決算認定
歳入総額81億7,203万9千円、歳出総額79億5,905万3千円

● ● ● ● ● ● ● ● 退 ● ● 議 不 認 定

令和2年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
歳入総額18億6,046万5千円、歳出総額17億4,326万6千円

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ○ 議 認　　定

令和2年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定
歳入総額2億5,368万円、歳出総額2億5,276万1千円

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 議 認　　定

令和2年度毛呂山・越生都市計画事業今宿東土地区画整理事業特
別会計歳入歳出決算認定
歳入歳出総額１億3,413万８千円

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 認　　定

令和2年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定
歳入総額4,376万8千円、歳出総額4,271万6千円

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 認　　定

令和2年度浄化槽設置管理事業特別会計歳入歳出決算認定
歳入総額2,529万1千円、歳出総額2,367万8千円

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 認　　定

令和2年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定
歳入総額12億9,532万8千円、歳出総額12億3,145万5千円

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 ● 〇 議 認　　定

令和2年度水道事業会計決算認定
事業総収益2億7,004万7千円、事業総費用2億5,909万3千円

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 議 認　　定

教育委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 同　　意

議
　
　
員
　
　
提
　
　
出

発議第2号　議会会議規則の一部を改正する議会規則の制定
　　　　　  出産前後の欠席期間を規定

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

発議第3号　�コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源
の充実を求める意見書案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

発議第4号　�沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を埋立てに使用し
ないよう求める意見書案 〇 ● ● 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

発議第5号　�鳩山町不正事件に係る調査特別委員会設置に関する
決議案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

※わかりやすくするために、議案名を一部省略しています
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　議員は、毎年３月、６月、９月、12月に開
催される定例会で、町政全般に対し質問をす
ることができます。これを「一般質問」とい
います。
　本文は質問した議員本人の責任で要約し、
執筆した原稿を掲載しています。一般質問　11議員が質問

町政を問う!

日坂和久　議員
１　�デマンドタクシーの町外運行・土日運行に
ついて

２　通学路の安全対策について
３　盛土造成地について

大賀広史　議員
１　官製談合事件
２　�ごみ焼却施設に係る周辺対策費が交付停止
となった件

関根清隆　議員
１　移住政策・空家対策について
２　�埼玉西部環境保全組合からの周辺対策費の
減額について

野田小百合　議員
１　�HPVワクチン（子宮頸がんワクチン）につ
いて

２　�新型コロナウイルス感染者等の福祉的支援
について

３　�鳩山町におけるゼロカーボンに向けての取
り組み

松浪健一郎　議員
１　�町民が抱える車の維持費、経費の削減、利
便性の向上のためのカーシェアリングの民
間会社の誘致を提案する

２　将来の国保財政の安定化策について
３　�町の活性化の為の、梅沢運動場の人工芝化
と、スケボーパークの建設を提案する

石井　徹　議員
１　�埼玉西部環境保全組合議会で周辺対策費
２億円の組合基金戻入の補正予算が可決さ
れたことについて

２　�北部地域活性化事業の２施設の現在の利用
状況他について

３　町内の河川内の現在の状況について

森　利夫　議員
１　�官製談合が及ぼす北部地域活性化事業等に
ついて

２　今宿仮宿地域の企業誘致について

中山明美　議員
１　自然災害に備えて
２　コロナ感染拡大に対応するために

根岸富一郎　議員
１　みなし道路など狭い道路について
２　�上熊井農産物直売所のプレオープンについて
３　新型コロナについて

小鷹房義　議員
１　成年後見人制度について
２　�学校通学路はどのようにして決められてき
たのか伺う

石井計次　議員
１　庁舎周辺環境について
２　農村公園について
３　営農支援策について

　

教
育
委
員
会
委
員
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
村

岡
満
子
氏
（
鳩
ケ
丘
在

住
）
を
任
命
す
る
こ
と

に
つ
い
て
同
意
し
ま
し

た
。

教
育
委
員
会
委
員
に

村
岡
　
満
子 

氏
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町
政
を
問
う　
　

一
般
質
問

町
長
が
先
頭
に
立
っ
て

困
難
に
向
か
う
姿
勢
を

コ
ツ
コ
ツ
と

交
通
の
利
便
性
を

良
く
し
て
い
こ
う
‼

令和３年８月12日付け朝日新聞より抜粋

デ
マ
ン
ド
町
外
・
土
日
運
行
が

で
き
た
後
、
次
の
交
通
対
策
は

大
賀　

広
史 
議
員

鳩山抜きで進められたのか
鳩山以外の構成首長の指示による

２億円の交付停止

官
製
談
合
事
件

問　

そ
の
後
、
裁
判
の
進
展

は
。

答　

９
月
１
日
の
公
判
に
お

い
て
、
本
町
の
元
職
員
は
公

訴
事
実
を
全
面
的
に
認
め
、

理
由
と
し
て
過
去
に
も
教
え

た
こ
と
が
あ
り
、
断
り
づ
ら

か
っ
た
と
述
べ
た
そ
う
だ
。

問　

起
訴
さ
れ
た
２
件
以
外

も
不
正
が
あ
っ
た
と
い
う
事

の
よ
う
だ
が
、
第
三
者
委
員

会
は
立
ち
上
げ
た
の
か
。

答　

５
人
の
有
識
者
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
再
発
防
止

策
を
作
成
し
て
い
く
。

問　

副
町
長
は
以
前
、、
仲

間
を
疑
う
よ
う
な
こ
と
は
し

た
く
な
い
と
発
言
し
た
が
、

入
札
執
行
の
責
任
者
と
し
て
、

認
識
が
甘
い
の
で
は
。

答　

決
し
て
そ
の
よ
う
な
こ

と
は
な
く
、
今
後
は
入
札
監

視
委
員
会
を
設
置
し
、
不
正

が
あ
っ
た
場
合
、
警
察
に
通

報
す
る
よ
う
な
徹
底
し
た

ル
ー
ル
を
作
っ
て
い
く
。

地
元
対
策
費
の
交
付
停
止

問　

事
の
経
緯
を
伺
う
。

答　

１
市
３
町
で
ご
み
処
理

業
務
を
担
う
、
埼
玉
西
部
環

境
保
全
組
合
か
ら
鳩
山
町
に

対
し
て
、
官
製
談
合
事
件
や

日
坂　

和
久 

議
員

町外・土日運行の条件は整ったのか
令和４年度から運行可能の想定だ

デマンド交通

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
町
外
・

土
日
運
行

問　

か
ね
て
よ
り
提
案
等
を

し
て
い
る
町
外
・
土
日
運
行

だ
が
、
準
備
は
い
か
が
か
。

答　

坂
戸
に
っ
さ
い
地
区
と

北
坂
戸
付
近
へ
の
運
行
は
、

台
数
も
増
や
し
、
令
和
４
年

度
か
ら
運
行
予
定
。

問　

に
っ
さ
い
地
区
は
乗
降

場
所
を
３
箇
所
設
置
す
る
予

定
だ
が
、
店
舗
等
の
理
解
は
。

答　

２
箇
所
は
内
諾
を
得
て

い
る
。
１
箇
所
は
社
内
決
裁

待
ち
だ
。

問　

交
通
の
利
便
性
は
、
町

民
福
祉
の
向
上
の
う
え
で
重

要
課
題
だ
。
循
環
バ
ス
停
留

所
ま
で
歩
行
で
き
な
い
方
も

増
え
て
い
る
。
循
環
バ
ス
と

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
置
き

換
え
に
つ
き
見
解
を
求
め
る
。

答　

循
環
バ
ス
利
用
者
が
激

減
だ
。
デ
マ
ン
ド
は
循
環
バ

ス
よ
り
経
費
も
少
な
く
、
望

ま
し
い
と
考
え
る
。

通
学
路
安
全
対
策

問　

毎
年
同
じ
危
険
箇
所
が

示
さ
れ
、
危
険
の
理
由
は
自

動
車
の
速
度
超
過
だ
。
速
度

抑
制
策
が
最
良
の
安
全
策
と

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答　

自
動
車
の
速
度
抑
制
は

入
札
執
行
制
度
等
へ
の
疑
義

が
あ
り
、
今
年
度
分
の
周
辺

対
策
費
の
交
付
を
認
め
な
い

決
定
が
な
さ
れ
た
。

問　

予
定
さ
れ
て
い
る
、

２
億
円
の
地
元
対
策
事
業
は

ど
う
な
る
の
か
。

答　

一
時
的
に
自
主
財
源
に

振
り
替
え
る
が
、
早
急
に
組

合
に
再
交
付
を
認
め
て
も

ら
っ
た
う
え
で
、
着
実
に
地

元
対
策
事
業
を
進
め
た
い
。

問　

町
長
が
、
他
の
首
長
と

の
意
思
疎
通
を
密
に
と
っ
て

お
く
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

答　

今
後
は
状
況
報
告
等
、

丁
寧
に
努
め
た
い
。

問　

地
元
や
組
合
か
ら
逃
げ

ず
に
先
頭
に
立
つ
べ
き
。

答　

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に

変
え
て
い
く
決
意
で
臨
む
。

安
全
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
だ
。

問　

路
面
ペ
イ
ン
ト
で
、
運

転
者
が
速
度
抑
制
す
る
の
か
。

答　

ハ
ン
プ
等
道
路
環
境
整

備
も
検
討
す
る
。

盛
土
造
成
地

問　

我
々
の
居
住
地
が
、
安

全
安
心
と
立
証
い
た
だ
き
た

く
て
伺
っ
て
い
る
。
優
先
度

評
価
の
現
地
踏
査
は
、
ど
こ

で
行
う
の
か
。

答　

例
と
し
て
、
松
ケ
丘
２

か
ら
南
方
向
、
松
ケ
丘
１
、

鳩
ケ
丘
１
に
か
け
て
。

問　

石
坂
地
内
、
産
廃
を
含

む
盛
土
崩
落
現
場
が
無
残
な

状
況
だ
。
強
い
指
導
を
願
う

が
、
い
か
が
か
。

答　

継
続
し
た
文
書
指
導
等
、

強
力
に
指
導
す
る
。

問

問

問

問問問

問

問問問

問

問問問 答

答答 答

答

答答答

答答答

答答答
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町
政
を
問
う
　　

一
般
質
問

副
反
応
被
害
者
が
今
も

苦
し
ん
で
い
ま
す
。
接
種
の

前
に
よ
く
考
え
て
。

空
き
家
問
題
と

　
　

移
住
推
進
は

�

喫
緊
の
課
題

野
田
小
百
合 

議
員

関
根　

清
隆 

議
員

問　

空
き
家
対
策
・
移
住
推

進
対
策
は
。

答　

空
き
家
の
除
去
や
残
置

物
の
処
分
の
た
め
、
補
助
制

度
の
創
設
や
、
新
築
の
促
進

で
子
育
て
世
代
を
呼
び
込
む

事
業
等
を
検
討
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
動
画
や
デ
ジ
タ
ル

ブ
ッ
ク
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
、
宣
伝

事
業
で
町
の
知
名
度
を
あ
げ
、

移
住
希
望
者
の
興
味
・
関
心

を
高
め
、「
空
き
家
バ
ン
ク
」

や
「
空
き
家
ツ
ア
ー
」
で
成

約
を
増
や
し
、
最
終
的
に
移

住
人
口
増
加
を
図
り
た
い
。

問　

東
京
都
奥
多
摩
町
や
茨

城
県
境
町
で
は
、
何
年
か
賃

貸
後
、
不
動
産
が
自
分
の
も

の
に
な
る
制
度
な
ど
、
移
住

者
に
魅
力
的
な
制
度
で
、
定

住
促
進
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

鳩
山
町
で
も
、
空
き
家
を
買

い
取
り
、
同
様
の
制
度
は
で

き
な
い
か
。

答　

奥
多
摩
町
で
は
、
子
育

て
世
代
、
若
者
世
代
、
田
舎

暮
ら
し
世
帯
向
け
の
各
種
制

度
が
あ
り
、
月
額
２
～
３
万

円
で
借
り
ら
れ
る
住
宅
や
、

空
き
家
を
購
入
し
リ
フ
ォ
ー

ム
す
る
た
め
に
、
最
大
２
０

０
万
円
の
補
助
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
寄
付
さ
れ
た
空

き
家
を
15
年
賃
貸
後
、
譲
与

さ
れ
る
制
度
が
あ
る
。
こ
の

制
度
は
鳩
山
町
で
も
議
会
を

通
れ
ば
可
能
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
鳩
山
町
で
は
、

空
き
家
の
寄
付
は
無
い
の
で
、

取
得
に
は
財
源
が
必
要
と
な

り
、
議
論
を
要
す
る
。
ま
た
、

空
き
家
の
処
分
を
急
ぐ
所
有

者
が
少
な
い
た
め
か
、
賃
貸

や
売
却
の
物
件
数
が
少
な
い
。

問　

移
住
者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
。
即
ち
、
リ
モ
ー

ト
面
談
か
ら
入
居
後
の
各
種

相
談
ま
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
組

織
体
制
は
で
き
な
い
か
。

答　

現
在
の
移
住
推
進
セ
ン

タ
ー
を
活
か
し
、
連
携
体
制

を
構
築
す
る
な
ど
、
今
後
研

究
し
て
い
く
。

問　

町
が
周
知
し
た
経
緯
は
。

答　

国
か
ら
の
通
知
を
受
け
、

中
１
か
ら
高
１
の
女
子
２
１

１
人
に
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
概

要
版
と
町
の
文
書
を
送
っ
た
。

問　

反
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　

保
護
者
か
ら
問
い
合
わ

せ
が
数
件
。
積
極
的
勧
奨
で

な
く
、
副
反
応
に
つ
い
て
充

分
理
解
し
た
上
で
、
接
種
を

検
討
し
て
欲
し
い
と
話
し
た
。

周
知
し
て
か
ら
令
和
３
年
８

月
ま
で
に
５
人
が
接
種
。

問　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
記
載
内

容
に
副
反
応
の
記
述
が
少
な

い
な
ど
、
問
題
が
あ
る
が
。

答　

リ
ス
ク
の
部
分
を
し
っ

か
り
周
知
し
、
説
明
す
る
。

問　

ワ
ク
チ
ン
は
何
ら
か
の

改
良
が
行
わ
れ
た
の
か
。

答　

改
良
し
た
報
告
は
な
い
。

問　

副
反
応
の
有
効
な
治
療

法
は
見
つ
か
っ
た
か
。

答　

新
し
い
治
療
法
が
出
た

報
告
は
な
い
。

問　

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
は

最
長
９
年
。
改
善
さ
れ
た
か
。

答　

改
善
さ
れ
た
と
聞
い
て

い
な
い
。

問　

積
極
的
勧
奨
の
再
開
に

向
け
て
動
い
て
い
る
と
聞
く
。

町
は
デ
メ
リ
ッ
ト
も
含
め
て

情
報
を
届
け
て
も
ら
い
た
い

が
。

答　

き
ち
ん
と
届
け
る
。

コ
ロ
ナ
自
宅
療
養
者

問　

支
援
は
ど
の
よ
う
か
。

答　

坂
戸
保
健
所
が
パ
ル
ス

オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
の
貸
出
し

や
、
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
生

活
用
品
を
セ
ッ
ト
に
し
、
業

者
委
託
で
宅
配
し
、
要
望
が

あ
れ
ば
追
加
配
送
も
す
る
。

問　

独
自
支
援
で
き
な
い
か
。

答　

坂
戸
保
健
所
か
ら
協
力

依
頼
が
あ
れ
ば
、
防
災
備
蓄

品
な
ど
を
活
用
し
、
迅
速
な

対
応
を
図
り
た
い
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

問　

ご
み
減
量
を
ど
う
進
め

る
か
。

答　

ご
み
と
な
る
も
の
自
体

の
購
入
を
減
ら
す
な
ど
周

知
・
啓
発
す
る
。

副反応などもしっかり情報提供を
リスクも周知し、説明する

HPVワクチン

他自治体事例を参考に移住推進を

補助制度等、前向きに進めていく

空き家・移住推進

副
反
応
の
情
報
な
ど
こ
ち
ら
を

ご
覧
下
さ
い

奥
多
摩
町
の
動
画
の
１
コ
マ

都
心
ま
で
は
２
時
間

問

問問

問問問

問問問問問

問

問 答

答

答

答

答答答

答答答答

答

答
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町
政
を
問
う　
　

一
般
質
問

信
頼
さ
れ
る
よ
う

　

 

行
政
運
営
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す

尿
一
滴
で

ガ
ン
な
の
か
分
か
る
な
ん
て

ス
ゴ
イ
！

石
井　

徹 
議
員

2億円減額で地元対策事業の行方は
改善策を講じ再交付受け執行へ

不正事件の波紋

埼
玉
西
部
環
境
保
全
組
合
議

会
で
周
辺
対
策
費
２
億
円
の

減
額
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て

問　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
町

は
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。

答　

保
全
組
合
よ
り
、
本
町

の
官
製
談
合
事
件
の
発
生
に

伴
う
地
元
対
策
費
の
充
当
に

起
因
し
、
本
町
の
業
務
執
行

体
制
を
含
め
た
公
平
、
公
正

な
入
札
制
度
の
運
用
に
対
し

問
題
の
指
摘
が
あ
り
、
改
善

策
が
講
じ
ら
れ
る
ま
で
、
一

時
的
に
交
付
が
見
送
ら
れ
た
。

　

町
は
改
善
策
を
講
じ
、
保

全
組
合
構
成
市
町
及
び
組
合

議
員
等
の
理
解
を
得
て
、
改

め
て
交
付
金
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
い
く
。

問　

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。

答　

公
平
公
正
な
入
札
制
度

の
確
保
策
、
再
発
防
止
策
等

の
報
告
書
を
ま
と
め
、
９
月

中
に
中
間
報
告
書
と
し
て
組

合
に
提
出
、
そ
の
後
に
必
要

な
会
議
の
了
承
を
い
た
だ
き
、

改
め
て
交
付
金
を
得
ら
れ
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
状

況
で
あ
り
、
こ
の
了
承
を
得

ら
れ
た
時
点
で
地
元
対
策
事

業
を
執
行
し
た
い
。

松
浪
健
一
郎 

議
員

N-NOSEの早期導入を！
前向きに検討する

国保財政

問　

町
民
が
抱
え
る
車
の
維

持
費
、
経
費
の
削
減
、
利
便

性
の
向
上
の
た
め
に
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
裏
の
町
営
駐

車
場
を
利
用
し
て
、
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
民
間
会
社

の
誘
致
を
提
案
す
る
。

答　

検
討
の
余
地
は
十
分
に

あ
る
。
研
究
し
た
い
。

問　

国
保
財
政
の
安
定
化
策

に
つ
い
て
、
が
ん
は
初
期
で

見
つ
か
れ
ば
、
医
療
費
も
安

く
完
治
す
る
。
健
康
診
断
で

Ｎ-

Ｎ
Ｏ
Ｚ
Ｅ
の
導
入
、
も

し
く
は
検
査
費
用
の
補
助
金

の
導
入
を
提
案
す
る
。

答　

Ｎ-

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
と
は
、

体
長
１
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
線

虫
の
匂
い
を
嗅
ぎ
分
け
る
能

力
を
利
用
し
、
人
間
の
尿
に

含
ま
れ
る
が
ん
の
匂
い
に
反

応
し
て
、
が
ん
患
者
の
尿
に

は
近
寄
る
一
方
、
健
常
者
の

尿
か
ら
は
離
れ
る
と
い
う
特

性
を
利
用
し
て
、
が
ん
の
有

無
を
判
定
す
る
画
期
的
な
検

査
方
法
。
メ
リ
ッ
ト
は
、
採

尿
と
い
う
身
体
の
苦
痛
が
な

い
方
法
で
、
全
身
の
が
ん
リ

ス
ク
の
有
無
を
高
精
度
で
調

べ
ら
れ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は

体
内
に
が
ん
が
あ
る
と
さ
れ

て
も
、
ど
こ
に
が
ん
が
あ
る

北
部
活
性
化
事
業
の
２
施
設

に
つ
い
て

問　

泉
井
交
流
体
験
エ
リ
ア

の
活
性
化
に
つ
い
て
、
建
設

前
の
よ
う
に
地
元
と
の
協
議

を
進
め
て
充
実
化
を
図
っ
て

は
。

答　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
で
協
議
は
で
き
て
な

い
。
今
後
、
指
定
管
理
者
を

含
め
地
域
協
議
を
進
め
た
い
。

問　

上
熊
井
農
産
物
直
売
施

設
に
つ
い
て
、
建
物
も
、
運

営
経
費
も
住
民
の
税
金
で
賄

わ
れ
て
お
り
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
の
価
格
等
の
考
え

は
。

答　

地
域
の
営
農
支
援
の
取

り
組
み
で
も
あ
る
。
今
後
は

出
荷
者
協
議
会
を
組
織
し
、

適
切
な
価
格
の
設
定
を
考
え

る
。

の
か
、
特
定
で
き
な
い
。
現

段
階
で
は
ま
だ
町
民
向
け
に

受
診
を
勧
め
る
段
階
で
は
な

い
と
考
え
る
。
今
後
情
報
収

集
し
て
、
前
向
き
に
検
討
し

た
い
。

問　

町
の
活
性
化
の
た
め
の

梅
沢
運
動
場
の
人
工
芝
化
と

ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク
の
建
設
を

提
案
す
る
。

答　

近
隣
自
治
体
で
全
面
人

工
芝
の
グ
ラ
ン
ド
は
な
い
の

で
、
注
目
さ
れ
る
施
設
に
な

る
の
は
間
違
い
な
い
し
、
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

　

ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク
に
つ
い

て
も
、
整
備
は
難
し
い
が
、

場
所
の
選
定
等
、
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。

協定書通りに地元対策事業の執行を望む

早
期
導
入
が
待
た
れ
る

Ｎ-

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｅ

問

問

問問

問

問

問 答

答

答

答答

答

答
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町
政
を
問
う
　　

一
般
質
問

誰
に
と
っ
て
も

　

人
ご
と
で
は

な
い
も
の
ね

地
元
対
策
費
用
を

町
税
で
負
担
す
る
な
ん
て

許
せ
る
の
か

中
山　

明
美 

議
員

森　

利
夫 

議
員

問　

埼
玉
西
部
環
境
保
全
組

合
議
会
に
お
い
て
、
周
辺
対

策
交
付
金
２
億
円
を
皆
減
し

た
議
案
が
上
程
さ
れ
る
ま
で

の
過
程
は
。

答　

本
町
を
除
く
１
市
２
町

の
正
副
管
理
者
の
指
示
に
よ

り
、
事
務
局
が
補
正
予
算
と

し
て
編
成
し
た
。
後
日
開
催

の
正
副
管
理
者
会
議
で
、
小

峰
町
長
は
議
案
と
す
る
た
め

の
協
議
に
反
対
を
し
た
が
、

官
製
談
合
事
件
発
生
を
理
由

に
、
議
案
と
す
る
こ
と
が
決

定
し
た
。

問　

本
町
を
除
く
正
副
管
理

者
の
指
示
、
と
い
う
点
が
問

題
で
あ
る
が
、
町
長
は
こ
の

状
況
を
い
か
に
考
え
る
か
。

答　

私
を
除
い
て
の
、
正

式
な
正
副
管
理
者
会
議
は
、

開
催
で
き
な
い
と
考
え
る
。

従
っ
て
鳩
山
町
を
除
く
１
市

２
町
の
首
長
会
議
が
行
わ
れ
、

管
理
者
が
組
合
事
務
局
に
指

示
し
た
と
解
釈
す
る
。

問　

２
億
円
の
地
元
対
策
費

が
復
活
す
る
よ
う
、
最
大
限

の
努
力
を
続
け
て
欲
し
い
が

い
か
が
か
。

答　

再
発
防
止
策
を
し
っ
か

り
と
ま
と
め
、
改
め
て
組
合

に
お
願
い
を
す
る
。

問　

官
製
談
合
事
件
の
責
任

は
誰
が
、
い
つ
ど
の
よ
う
に

取
る
の
か
。

答　

町
長
、
副
町
長
、
関
係

課
職
員
等
の
責
任
で
あ
り
、

処
分
は
有
罪
が
確
定
し
た
時

が
好
ま
し
い
と
、
弁
護
士
か

ら
言
わ
れ
て
い
る
が
、
適
切

な
時
期
に
判
断
す
る
。

問　

公
判
で
被
告
人
は
、
前

に
も
価
格
を
教
え
た
こ
と
が

あ
る
と
、
供
述
し
て
い
る
そ

う
だ
が
内
容
は
。

答　

過
去
に
教
え
た
工
事
は

給
食
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

問　

予
算
化
し
て
い
る
地
元

対
策
事
業
費
の
資
金
繰
り
は
。

答　

交
付
金
の
２
億
円
を
事

業
財
源
と
し
て
い
る
地
元
対

策
事
業
を
一
般
財
源
に
振
り

替
え
る
。

問　

感
染
拡
大
の
た
め
、
保

健
所
で
は
、
手
が
回
ら
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
。
不
安

を
抱
え
る
自
宅
療
養
者
も
多

い
。

　

保
健
所
が
兼
ね
て
い
る
、

宿
泊
・
自
宅
療
養
者
支
援
セ

ン
タ
ー
の
代
わ
り
に
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
。

答　

町
で
は
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
の
観
点
な
ど
か
ら
、

県
の
報
道
発
表
以
外
の
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
感
染
者
が
誰
か
、
現
在

ど
の
よ
う
な
場
所
で
療
養
し

て
い
る
か
な
ど
詳
細
を
知
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

　

町
と
し
て
で
き
る
こ
と
は

な
い
が
、
県
で
は
、
新
た
に

２
事
業
者
に
支
援
セ
ン
タ
ー

業
務
を
委
託
し
、
３
事
業
者

と
し
、
県
が
直
接
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
体
制
に
改
め
、

感
染
者
の
健
康
観
察
を
行
う

と
と
も
に
、
医
療
機
関
と
の

調
整
を
行
い
、
自
宅
療
養
者

等
の
安
全
確
保
に
努
め
る
と

の
こ
と
。

問　

９
月
６
日
付
で
厚
労
省

か
ら
、「
自
宅
療
養
者
等
に

係
る
個
人
情
報
の
提
供
等
に

関
す
る
取
扱
い
に
つ
い
て
」

と
い
う
通
告
が
あ
っ
た
と
聞

い
た
が
。

答　

市
町
村
が
生
活
支
援
を

行
う
た
め
に
必
要
な
個
人
情

報
の
提
供
は
、
人
の
生
命
ま

た
は
身
体
の
保
護
の
た
め
、

緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、

個
人
情
報
の
利
用
及
び
提
供

制
限
の
例
外
規
定
の
適
用
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
旨

の
通
知
で
あ
る
。

　

県
は
、
こ
の
６
日
付
の
通

知
を
踏
ま
え
、
今
後
、
個
人

情
報
の
提
供
を
希
望
す
る
市

町
村
と
協
定
を
締
結
す
る
。

　

町
長
か
ら
県
と
の
協
定
の

準
備
、
町
と
し
て
の
支
援
体

制
の
準
備
に
取
り
か
か
る
よ

う
指
示
を
受
け
た
。

自宅療養者支援はできないか
県との協定、支援体制に取り組む

コロナ対策

地元対策費２億円が皆減の影響は
事業執行財源を一般財源に振り替え

官製談合事件

公
判
で
工
事
価
格
の
漏
え
い
が

判
明
し
た
給
食
セ
ン
タ
ー

自
宅
療
養
者
に
配
布
さ
れ
た

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

問

問問

問問

問

問問 答

答答

答

答

答

答答
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町
政
を
問
う　
　

一
般
質
問

そ
ろ
そ
ろ
考
え
て
お
い
て

安
心
し
よ
う

道
路
に
障
害
物
は

よ
く
な
い
ね
ー

い
い
町
を
つ
く
ろ
う
！

厚
労
省　

配
布
チ
ラ
シ
よ
り

小
鷹　

房
義 
議
員

年をとって将来が不安
成年後見と任意後見制度がある

成年後見

後
見
制
度

問　

成
年
後
見
制
度
と
は
何

か
簡
単
に
説
明
を
お
願
い
す

る
。

答　

認
知
症
、
精
神
障
が
い
、

知
的
障
が
い
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
判
断
能
力
が
十
分
で

な
い
方
の
預
貯
金
の
管
理
な

ど
や
、
日
常
生
活
で
の
様
々

な
身
上
監
護
に
お
い
て
、
本

人
の
権
利
を
守
る
こ
と
で
法

律
的
に
支
援
す
る
制
度
。

問　

利
用
者
の
状
態
に
よ
っ

て
受
け
ら
れ
る
支
援
が
違
う

の
か
伺
う
。

答　

判
断
能
力
に
応
じ
て

「
後
見
」「
保
佐
」「
補
助
」

の
３
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る

法
定
後
見
制
度
と
、
任
意
後

見
制
度
の
２
つ
の
制
度
が
あ

る
。

問　

任
意
後
見
制
度
と
は
ど

の
よ
う
な
制
度
か
伺
う
。

答　

本
人
の
判
断
能
力
が
あ

る
う
ち
に
、
将
来
に
備
え
て

自
分
で
任
意
後
見
人
を
選
ぶ
。

問　

申
し
立
て
か
ら
後
見
開

始
ま
で
に
か
か
る
期
間
は
ど

の
く
ら
い
か
。

答　

家
庭
裁
判
所
に
申
し
立

て
て
か
ら
３
カ
月
程
度
が
必

要
と
言
わ
れ
て
い
る
。

通
学
路
の
決
ま
り
方

根
岸
富
一
郎 

議
員

複雑なので広報を
町のホームページなどで知らせる

みなし道路

み
な
し
道
路

問　

町
に
は「
み
な
し
道
路
」

が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
。

答　

１
５
６
路
線
。

問　

交
通
の
妨
げ
と
な
る
障

害
物
な
ど
が
置
か
れ
る
「
み

な
し
道
路
」
で
は
、
町
が
撤

去
す
る
の
か
。

答　

民
地
の
物
を
撤
去
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
困
難
。

問　

み
な
し
道
路
を
指
定
す

る
人
は
誰
か
。

答　

川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ

ー
東
松
山
駐
在
の
担
当
職
員
。

問　

地
権
者
と
町
な
ど
が
、

や
る
べ
き
事
を
広
報
で
知
ら

せ
て
ほ
し
い
。

答　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
周
知
を
検
討
し
た
い
。

プ
レ
オ
ー
プ
ン
の
上
熊
井
農

産
物
直
売
所

問　

地
元
農
産
品
が
少
な
い
、

値
段
が
高
い
な
ど
の
批
判
が

あ
る
。
農
協
の
直
売
所
を
造

っ
た
時
の
よ
う
に
、「
団
体

を
育
て
た
」
経
験
な
ど
参
考

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

指
定
管
理
者
か
ら
も

「
販
路
の
拡
大
」
な
ど
、
提

案
を
受
け
て
い
る
。
重
要
な

こ
と
だ
。

問　

北
口
入
口
付
近
の
増
設

な
ど
の
要
望
は
ど
う
す
る
の

問　

誰
が
主
体
と
な
っ
て

行
っ
て
い
る
か
伺
う
。

答　

学
校
が
主
体
と
な
っ
て

い
る
が
、
実
際
に
は
教
育
委

員
会
と
連
携
し
、
外
部
機
関

の
意
見
等
も
参
考
に
決
め
て

い
る
。

問　

八
街
市
で
発
生
し
た
小

学
生
の
交
通
死
傷
事
故
で
、

本
町
の
取
っ
た
行
動
は
ど
の

よ
う
で
あ
っ
た
か
伺
う
。

答　

教
育
委
員
会
事
務
局
と

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、
産
業

環
境
課
職
員
、
駐
在
署
の
署

員
２
人
も
参
加
し
て
、
通
学

路
上
の
危
険
箇
所
の
一
覧
表

を
基
に
、
通
学
路
安
全
総
点

検
会
議
を
行
っ
た
。

か
。

答　

指
定
管
理
者
と
町
で
締

結
し
た
基
本
協
定
書
に
基
づ

き
協
議
す
る
。

65
歳
未
満
の
人
の
新
型
コ
ロ

ナ
対
応

問　

65
歳
未
満
の
人
の
感
染

者
が
増
え
て
い
る
が
、
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

答　

個
人
情
報
で
あ
り
、
県

と
協
定
を
結
び
、
坂
戸
保
健

所
と
連
携
し
、
必
要
に
応
じ

て
自
宅
療
養
者
の
生
活
支
援

を
実
施
し
た
い
。

問　

学
級
閉
鎖
は
あ
っ
た
か
。

答　

当
町
に
も
８
月
27
日
付

で
国
か
ら
県
を
通
し
て
「
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
来
た
。
現

時
点
で
は
、
学
級
閉
鎖
は
実

施
し
て
い
な
い
。

問問問問問

問

問問

問問

問問 問

問 答答答答

答 答 答

答

答答

答答 答

答
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町
政
を
問
う
　　

一
般
質
問

芝
生
広
場
に
替
え

テ
ー
ブ
ル
ベ
ン
チ

憩
い
の
場
を
提
案

石
井　

計
次 

議
員

問　

ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
の
再

活
用
に
は
水
揚
げ
ポ
ン
プ
、

ろ
過
機
等
、
経
年
劣
化
に
よ

り
活
用
に
は
費
用
を
要
す
る
。

今
後
の
活
用
の
可
否
を
伺
う
。

答　

浄
化
装
置
、
付
帯
設
備

が
経
年
劣
化
で
相
当
な
修
繕

費
が
見
込
ま
れ
る
。　

　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
ジ
ャ
ブ

ジ
ャ
ブ
池
が
稼
働
し
て
い
る

年
と
、
現
在
中
止
し
て
い
る

年
で
の
公
園
来
場
者
に
大
き

な
変
動
が
な
い
。
今
後
改
修

し
て
の
利
用
は
難
し
い
と
考

え
る
。

問　

撤
去
し
て
芝
生
広
場
に

す
る
な
ど
、
検
討
で
き
な
い

か
伺
う
。

答　

提
案
の
芝
生
広
場
へ
の

展
開
に
つ
い
て
農
村
公
園
全

体
の
あ
り
方
等
、
検
討
す
る
。

役
場
正
面
玄
関
西
側
の
空
き

家
に
つ
い
て

問　
「
特
定
空
家
」
の
認
定

に
つ
い
て
、
事
前
に
所
有
者

に
対
し
て
「
義
務
と
責
任
」

に
つ
い
て
の
事
前
連
絡
。
早

期
解
消
に
取
り
組
ん
で
は
い

か
が
か
。

答　

空
き
家
対
策
特
別
措
置

法
第
２
条
第
２
項
の
定
め
が

４
点
あ
る
。

①�

倒
壊
等
の
危
険
性
が
あ
る
。

②�

衛
生
上
有
害
の
あ
る
状
態
。

③�

適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て

い
な
い
。

④�

放
置
す
る
こ
と
が
不
適
切

な
状
態
。

　

こ
れ
を
参
考
に
す
れ
ば

「
特
定
空
家
」と
い
う
こ
と
に

な
る
。

問　

①
か
ら
④
番
ま
で
、
す

べ
て
該
当
し
な
い
か
。　

答　

現
時
点
で
は
、
県
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
な
い
が
、
改
め
て
確
認

し
進
め
て
い
く
。

ジャブジャブ池、今後どうする？
今後の活用は難しいと考える

農村公園

多
額
の
補
修
費
を
要
す
る

ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池

ご意見・ご感想 いただきました！

〇�議会だよりをもっと見やすく。決定事項を
簡潔にまとめるなど。
〇�町民に対し、定期的に議会報告の場を持っ
た方が良いのではないか。コロナ禍ですが、
知恵を出して対策をして。直接、議員と意
見交換したい。
〇�他自治体の住民ですが、いろいろな議会を
傍聴しています。
　�鳩山町議会は早稲田大学マニフェスト研究
会の議会ランキングに出てこないのですが、
私の知る限り、議会改革や議会の透明性が、
県内№１だと思い、常に注目しています。
議会基本条例ができれば、更に良い議会に
なると思います。
　今日の議会はすばらしかったです。
　�『二元代表制は何か』を教えられた気がしま
す。（17日の本会議）

　～あなたが関心のあることは～

・�空き家問題、デマンドタクシー、見守り・
支え合い体制、健康増進対策、介護政策そ
の他、　福祉に関する対策全般、人口減対策
・オープンな議会
・町債残高が多いこと、町営路線バスの運行

傍聴アンケートより
〇�空き家の敷地内の草木が伸び放題になって
いる。何とかならないかと思う。
〇�官製談合事件があったことは、残念に思い
ます。
〇�公園にテープが張ってあり、心痛みます。1
日も早くコロナが去ってくれることを切に
望みます。子どもたちの元気、1日も早く！！
〇�今までに議会傍聴の経験はないが、「議会だ
より」に細かく載せていただいているので、
各議員の取り組みを感じさせてもらってい
る。特に町政を問う（一般質問）の各議員
からの発言に興味を持っている。
〇�編集後記に書いていたように、私もオリン
ピックに反対でした。反対の多い中、どう
して開催するのか、開催できるのか違和感
ばかり。国民の声を聞いてくれる場はどこ
にありますか？

クイズ　感想より

☆�たくさんのご意見など、ありがとうござい
ました。真摯に受けとめ、今後も議会活動
に活かしてまいります。

問

問

問問 答

答

答答
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みんなの意見が
� 欲しいな～！

議会基本条例大綱案
ができました

Q1　そもそも議会基本条例って何？
　議会活動の理念、原則、制度など基本的な事項を定めている条例です。

Q２　どうして制定されるようになったの？
　国への権限の集中から、地方公共団体に権限が大きく移されようとする
中、地方議会が担う役割も大きくなっています。議会からの積極的な情報
発信などの取り組みが全国的に広まっています。議会改革の取り組みを継
続・発展させるために議会基本条例を制定します。

Q４　どんな内容なの？
　議員が自由闊達な議論を行い町政の論点・争点を明らかにします。また住民
参画をすすめ、より開かれた議会をめざします。内容を一部ご紹介します。
　情報共有：会議の原則公開、積極的な情報公開と説明責任
　住民参画：�公聴会・参考人制度の活用、請願者の説明機会の確保、議会報告

会の実施
　機能強化：議員間の自由討議、反問権（執行部が議員に問い返すこと）

Q３　なぜ鳩山町議会に議会基本条例が必要なの？
　鳩山町議会では、地道に議会改革をすすめてきています。
　条例としてきちんと定めることにより、議会改革の動きを後退させることなく、継続させることができます。
　議会の中だけにとどまらず、町民の皆さんや執行機関（町長など）を含めた鳩山町全体のルールとすることがで
きます。

Q５　どのように検討されているの？
　2019年７月から開始された議員有志勉強会において、これからの議会活性
化について具体的な検討が始まりました。
  2020年４月に条例第1案が提示され、その後、毎月、勉強会と全員協議会で
検討・確認が繰り返されています。８月より議会基本条例プロジェクト検討委
員会（５人）が設置され、意見を集約しながら案を作りあげてきました。
　今後、パブリックコメント等で皆様のご意見を伺い、確定案を作り、３月議
会に上程、施行する予定です。

　本文は次ページに
あります。
　大きな文字で読み
たい方は、下記の閲
覧場所に用意してあ
ります。

パブリックコメントを実施します
意 見 募 集 期 間　11月1日（月）～ 12月10日（金）まで
条例大綱案の閲覧場所　・町ホームページ内の議会のページ　・議会事務局窓口　・図書館　・東出張所
意見を提出できる方　・�町内に在住・在勤・在学する方　
　　　　　　　　　　　・町内に事務所や事業所を有する個人・法人　その他の団体
意見書の提出方法　・�ご意見は文書にまとめ（提出書の様式は自由です）、議会事務局窓口、東出張所、

図書館へ直接持参するか、以下へ郵送、ファックスまたはＥメールで提出ください。
　　　　　　　　　　　　住所：〒350-0392　鳩山町大字大豆戸184-16　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳩山町議会事務局　宛
　　　　　　　　　　　　ファックス：049-296-5896　　メール：h250@town.hatoyama.lg.jp
　　　　　　　　　　・住所、氏名、電話番号を必ず記入してください。（匿名は意見として取り扱えません）
意 見 の 取 り 扱 い　・いただいた意見は議会ホームページで公表します。（住所、氏名等は公表しません）
　　　　　　　　　　・意見への個別回答はおこないません。
　　　　　　　　　　・個人情報は鳩山町個人情報保護条例により適切に管理します。
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（
３
）　

自
由
闊
達
な
議
論
を
行
い
、

町
政
の
課
題
に
関
す
る
論
点
及
び

争
点
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
努
め

る
こ
と
。

（
４
）　

町
民
の
意
見
を
的
確
に
把

握
し
、
議
会
活
動
及
び
町
政
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
。

（
５
）　

課
題
や
議
案
に
つ
い
て
情

報
収
集
と
調
査
分
析
を
行
う
と
共

に
、
自
ら
の
資
質
向
上
に
努
め
る

こ
と
。

（
６
）　

町
民
全
体
の
福
祉
の
向
上

を
目
指
し
て
活
動
す
る
こ
と
。

（
７
）　

議
会
が
言
論
の
場
で
あ
る

こ
と
及
び
合
議
制
機
関
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
、
議
員
間
の
自
由
な

討
議
を
重
ん
じ
る
こ
と
。

（
８
）　

政
策
に
必
要
な
調
査
研
究

を
行
う
と
共
に
、
政
策
立
案
及
び

提
言
を
行
う
こ
と
。

（
９
）　

議
会
の
品
位
及
び
秩
序
を

保
つ
よ
う
努
め
る
こ
と
。

（
町
民
参
加
及
び
市
町
民
と
の
連

携
）

第
４
条　

議
会
は
、
町
民
が
議
会

活
動
に
参
加
す
る
機
会
の
確
保
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

議
会
は
、
会
議
を
原
則
公
開

と
す
る
。

３　

議
会
は
、
常
任
委
員
会
、
議

会
運
営
委
員
会
及
び
特
別
委
員
会

（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。）
に

お
い
て
は
、
公
聴
会
制
度
及
び
参

考
人
制
度
を
十
分
に
活
用
し
て
、

町
民
の
専
門
的
又
は
政
策
的
識
見

等
を
議
会
の
討
議
に
反
映
さ
せ
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
請
願
及
び
陳
情
）

第
５
条　

請
願
書
及
び
陳
情
に
つ

い
て
は
、
法
令
ま
た
は
規
則
に
定

め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
次
の
通

り
定
め
る
。

（
１
）　

紹
介
議
員
は
、
そ
の
請
願

に
賛
意
を
表
す
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
２
）　

議
会
は
請
願
審
査
に
お
い

て
、
提
出
者
の
説
明
を
聴
く
機
会

を
議
員
全
員
協
議
会
等
に
設
け
る

も
の
と
す
る
。

（
３
）　

請
願
に
は
（
４
）
の
①
か

ら
⑥
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
事
項
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と

に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

（
４
）　

議
長
は
、
受
理
し
た
陳
情

の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
内
容
が
含
ま
れ
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
議
長
の
判
断
に
よ
り
、

委
員
会
付
託
を
省
略
し
、
関
係
局

等
へ
の
回
答
を
求
め
な
い
も
の
と

す
る
。

①　

法
令
等
又
は
公
序
良
俗
に
反

す
る
も
の

②　

特
定
の
個
人
等
の
名
誉
を
棄

損
、
又
は
信
用
を
失
墜
さ
せ
る
お

そ
れ
が
あ
る
も
の 

③　

町
の
職
員
に
関
す
る
懲
戒
そ

の
他
の
処
分
等
の
人
事
的
措
置
を

求
め
る
も
の

④　

町
の
事
務
に
関
係
し
な
い
事

項
に
つ
い
て
の
行
為
を
求
め
る
も

の⑤　

過
去
に
採
択
、
不
採
択
等
の

議
決
等
の
あ
っ
た
請
願
又
は
陳
情

と
同
一
の
趣
旨
の
も
の

⑥　

そ
の
他
議
長
が
適
当
で
な
い

と
認
め
る
も
の

（
情
報
公
開
の
充
実
）

第
６
条　

議
会
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
広
報
紙
等
、
多
様
な
媒
体
を

用
い
て
、
議
会
の
情
報
を
発
信
し
、

説
明
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
議
会
報
告
会
）

第
７
条　

議
会
は
、
町
民
の
意
見

を
的
確
に
把
握
し
、
議
会
活
動
及

び
町
政
に
反
映
す
る
た
め
、
ま
た

町
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
た

め
、
議
員
及
び
町
民
が
自
由
に
、

情
報
・
意
見
を
交
換
で
き
る
場
と

し
て
、
議
会
報
告
会
を
開
催
す
る

も
の
と
す
る
。

（
意
見
提
案
手
続
）

第
８
条　

議
会
は
、
基
本
的
な
政

策
等
の
策
定
に
当
た
り
、
必
要
に

応
じ
て
意
見
提
案
手
続
（
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
）
を
行
う

も
の
と
す
る
。

（
町
長
等
執
行
機
関
と
の
関
係
）

第
９
条　

議
会
は
町
長
等
執
行
機

関
及
び
そ
の
職
員
（
以
下
「
町
長

等
」 

と
い
う
。）
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
緊
張

関
係
の
保
持
に
努
め
、
事
務
の
執

行
に
つ
い
て
監
視
及
び
評
価
を
行

う
も
の
と
す
る
。

（
１
）　

議
員
の
町
長
等
に
対
す
る

質
疑
及
び
質
問
は
、
広
く
町
政
の

課
題
に
関
す
る
論
点
及
び
争
点
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
一
問
一
答

の
方
式
で
行
う
も
の
と
す
る
。

（
２
）　

本
会
議
又
は
委
員
会
に
出

席
し
た
町
長
等
は
、
議
員
か
ら
質

問
を
受
け
た
と
き
は
、 

そ
の
論
点

を
整
理
す
る
た
め
、
議
長
又
は
当

該
委
員
会
の
委
員
長
の
許
可
を
得

て
、
当
該
議
員
に
対
し
反
問
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
閉
会
中
の
文
書
に
よ
る
質
問
）

第
10
条　

議
会
は
、
閉
会
中
に
町

長
等
に
対
し
、
文
書
に
よ
り
質
問

を
行
い
、
文
書
に
よ
る
回
答
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
議
会
審
議
に
お
け
る
論
点
情
報

の
形
成
）

第
11
条　

議
会
は
、
提
案
さ
れ
る

重
要
な
政
策
、
施
策
又
は
計
画
等

（
以
下
「
政
策
等
」 

と
い
う
。）
に

つ
い
て
、
議
会
審
議
に
お
け
る
論

点
情
報
を
形
成
し
、
そ
の
政
策
水

準
を
高
め
る
と
と
も
に
、
議
決
責

任
を
担
保
す
る
た
め
、
提
案
者
に

対
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項

に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
よ
う
求

め
る
も
の
と
す
る
。

（
１
）　

政
策
等
の
提
案
に
至
っ
た

経
緯
、
理
由 

（
２
）　

他
の
自
治
体
の
類
似
す
る

政
策
等
と
の
比
較
検
討

（
３
）　

町
民
参
加
の
実
施
の
有
無

と
そ
の
内
容

（
４
）　

総
合
計
画
と
の
整
合
性

（
５
）　

政
策
等
の
実
施
に
要
す
る

経
費
（
将
来
に
わ
た
る
負
担
を
含

む
）
及
び
そ
の
財
源
等

２　

議
会
は
、
提
案
さ
れ
る
予
算

案
及
び
決
算
の
審
議
に
当
た
っ
て

は
、
前
項
の
規
定
に
準
じ
て
、
説

明
資
料
を
作
成
す
る
よ
う
求
め
る

も
の
と
す
る
。

３　

議
会
で
審
議
す
べ
き
一
定
金

額
以
上
の
事
業
、
議
会
が
必
要
と

判
断
し
た
案
件
、
ま
た
予
算
・
決

算
が
複
数
年
度
に
跨
が
る
も
の
等

に
つ
い
て
は
資
金
管
理
表
の
提
出

を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
96
条
第
２
項
の
議
決
事
件

の
追
加
）

第
12
条　

議
会
は
、
議
決
機
関
と

し
て
の
権
能
を
最
大
限
に
発
揮
す

る
べ
く
、
町
政
に
お
け
る
重
要
な

政
策
等
の
決
定
に
参
画
す
る
と
と

も
に
、
行
財
政
に
対
す
る
監
視
け

ん
制
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、
法

第
96
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
議

会
の
議
決
す
べ
き
事
件
を
積
極
的

に
追
加
し
、
拡
大
す
る
よ
う
努
め

る
も
の
と
す
る
。

鳩
山
町
議
会
基
本
条
例
大
綱
案

（
目
的
）

第
１
条　

こ
の
条
例
は
、
町
民
が

堅
実
で
健
や
か
に
、
そ
し
て
心
豊

か
に
暮
ら
せ
る
鳩
山
町
を
実
現
す

る
た
め
に
、
議
会
が
担
う
べ
き
役

割
を
果
た
す
上
で
必
要
と
な
る
基

本
的
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

町
民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
、
よ

り
良
い
議
会
を
実
現
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

（
議
会
の
役
割
）

第
２
条　

議
会
は
、
地
方
公
共
団

体
の
意
思
の
決
定
機
関
で
あ
り
、

条
例
の
制
定
、
予
算
の
議
決
及
び

決
算
の
認
定
並
び
に
行
政
活
動
を

監
視
す
る
権
限
を
有
す
る
。

（
議
会
及
び
議
員
の
活
動
原
則
）

第
３
条　

議
会
及
び
議
員
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
原
則
に
基
づ
き
、

活
動
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
１
）　

議
会
運
営
は
公
正
性
、
公

平
性
、
透
明
性
及
び
信
頼
性
を
確

保
し
、
町
民
に
と
っ
て
分
り
や
す

い
運
営
に
努
め
る
。

（
２
）　

町
民
に
対
し
て
積
極
的
な

情
報
公
開
に
取
り
組
む
と
共
に
、

説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
。

第
１
章　

総
則

第
２
章　

議
会
及
び

議
員
の
活
動
原
則

第
３
章　

町
民
と
議

会
の
関
係

第
４
章　

議
会
と
行

政
の
関
係

第
５
章　

議
会
に
お

け
る
審
議

はとやま議会だよりNo.154　1617　はとやま議会だよりNo.154



（
議
員
間
の
自
由
討
議
）

第
13
条　

議
員
は
、
議
会
の
機
能

を
発
揮
す
る
た
め
、
積
極
的
に
議

員
相
互
間
の
自
由
討
議
に
努
め
、

議
論
を
尽
く
す
も
の
と
す
る
。

（
委
員
会
の
運
営
）

第
14
条　

委
員
会
の
委
員
長
及
び

副
委
員
長
は
、
町
民
の
要
請
に
応

え
る
た
め
、
所
管
委
員
会
に
係
る

町
政
の
課
題
に
対
し
、
常
に
よ
り

高
い
問
題
意
識
を
持
っ
て
委
員
会

を
運
営
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
議
会
運
営
委
員
会
）

第
15
条　

議
会
運
営
に
つ
い
て
の

協
議
は
、
主
と
し
て
議
会
運
営
委

員
会
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
政
務
活
動
費
）

第
16
条　

政
務
活
動
費
に
つ
い
て

は
、
鳩
山
町
議
会
政
務
活
動
費
の

交
付
に
関
す
る
条
例
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

２　

議
員
は
、
政
策
立
案
及
び
調

査
研
究
等
に
資
す
る
た
め
、
政
務

活
動
費
の
交
付
を
受
け
、
収
支
報

告
を
公
開
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、

そ
の
使
途
の
透
明
性
を
確
保
す
る

も
の
と
す
る
。

（
議
員
研
修
の
充
実
強
化
）

第
17
条　

議
会
は
、
議
員
の
資
質

の
向
上
を
図
る
た
め
、
議
員
研
修

の
充
実
強
化
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２　

議
会
は
、
学
識
経
験
を
有
す

る
者
及
び
町
民
等
を
含
む
議
員
研

修
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３　

議
会
及
び
議
員
は
、
町
政
の

課
題
を
広
い
視
点
か
ら
捉
え
る
た

め
、
他
の
自
治
体
の
事
例
等
を
調

査
研
究
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
議
会
事
務
局
）

第
18
条　

議
会
事
務
局
は
、
議
員

の
議
会
活
動
に
必
要
と
さ
れ
る
行

政
情
報
の
提
供
に
努
め
る
も
の
と

す
る
。

２　

議
会
は
、
議
員
の
資
質
の
向

上
を
図
り
、
議
会
運
営
を
円
滑
か

つ
効
率
的
に
進
め
る
た
め
、
議
会

事
務
局
の
調
査
及
び
法
務
機
能
の

充
実
強
化
、
組
織
体
制
の
整
備
を

図
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
議
会
広
報
の
充
実
）

第
19
条　

議
会
は
、
広
報
紙
等
を

利
用
し
て
、
議
会
の
活
動
に
つ
い

て
、
町
民
に
対
し
、
わ
か
り
や
す

く
周
知
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。

２　

議
会
は
、
多
様
な
広
報
手
段

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、 

よ
り

多
く
の
町
民
が
議
会
と
町
政
に
関

心
を
持
つ
よ
う
議
会
広
報
活
動
等

に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３　

議
会
は
、
広
報
紙
等
の
充
実

の
た
め
、
町
民
か
ら
の
意
見
や
要

望
を
取
り
上
げ
る
よ
う
努
め
る
も

の
と
す
る
。

（
議
員
の
政
治
倫
理
）

第
20
条　

議
員
は
、
町
民
の
負
託

に
応
え
、
も
っ
て
清
潔
で
民
主
的

な
町
勢
の
伸
展
に
寄
与
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
議
員
定
数
）

第
21
条　

議
員
の
定
数
は
、
鳩
山

町
議
会
議
員
定
数
条
例
（
平
成

〇
〇
年 

次
項
に
お
い
て
「
議
員

定
数
条
例
」
と
い
う
）
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

２　

委
員
会
又
は
議
員
は
、
議
員

定
数
条
例
の
改
正
議
案
を
提
出
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
町
民
の
意

見
を
踏
ま
え
、
議
員
定
数
の
基
準

等
明
確
な
改
正
理
由
を
付
し
て
提

出
す
る
も
の
と
す
る
。

（
議
員
報
酬
）

第
22
条　

議
員
の
議
員
報
酬
は
、

鳩
山
町
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

（
昭
和
〇
〇
年
条
例
第　

号
。
次

項
に
お
い
て「
議
員
報
酬
等
条
例
」

と
い
う
。）
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

２　

委
員
会
又
は
議
員
は
、
議
員

報
酬
等
条
例
の
改
正
議
案
を
提
出

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、 

町
民
の

意
見
を
踏
ま
え
、
明
確
な
改
正
理

由
を
付
し
て
提
出
す
る
も
の
と
す

る
。

（
議
会
の
災
害
へ
の
対
応
）

第
23
条　

議
会
は
、
い
つ
、
い
か

な
る
と
き
も
、
不
意
に
災
害
が
起

こ
り
得
る
こ
と
を
認
識
し
、 

災
害

の
危
機
を
可
能
な
限
り
避
け
る
べ

く
不
断
の
用
意
に
努
め
る
。
災
害

発
生
時
に
お
い
て
は
、
執
行
部
と

連
携
し
、
的
確
な
被
災
状
況
の
把

握
や
地
域
へ
の
情
報
伝
達
等
を
行

い
、
町
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産

の
保
護
に
つ
な
げ
て
い
く
役
割
を

果
た
す
た
め
に
、
災
害
対
策
指
針

を
定
め
る
。 

（
議
会
災
害
対
策
本
部
の
設
置
）

第
24
条　

鳩
山
町
災
害
対
策
本
部

が
設
置
さ
れ
た
場
合
、
職
員
が
迅

速
か
つ
円
滑
な
応
急
対
策
に
全
力

で
専
念
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
協

力
・
支
援
を
行
う
。
議
長
は
必
要

に
応
じ
、「
議
会
災
害
対
策
本
部
」

を
設
置
す
る
。「
議
会
災
害
時
対

策
本
部
」
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

指
針
で
定
め
る
。

（
達
成
評
価
）

第
25
条　

議
会
は
、
議
員
の
一
般

選
挙
後
及
び
適
切
な
時
期
に
、
当

条
例
が
守
ら
れ
、
目
的
が
達
成
さ

れ
て
い
る
か
、
議
会
運
営
委
員
会

に
お
い
て
検
討
・
評
価
す
る
も
の

と
す
る
。

２　

議
会
は
、
前
項
に
よ
る
検
討

の
結
果
に
基
づ
き
、
必
要
に
応
じ

て
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
も
の
と

す
る
。

（
改
善
、
追
加
、
変
更
）

第
26
条　

議
会
は
、
当
条
例
の
改

善
の
た
め
、
当
条
例
と
関
連
規
則

に
つ
い
て
、
議
員
の
合
意
に
よ
り

追
加
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
６
章　

議
員
間
の

自
由
討
議

第
９
章　

議
会
及
び

議
会
事
務
局
の
体
制

整
備

第
10
章　

議
員
の
政

治
倫
理
、
身
分
及
び

待
遇

第
11
章　

議
会
の
災

害
へ
の
対
応

第
12
章　

補
則

第
７
章　

委
員
会
の

活
動

第
８
章　

政
務
活
動

費

議会基本条例　豆知識
〇�全国で最初に施行されたのは、平成18年５月の栗山町議会基本
条例です。令和３年４月のＮＰＯ法人公共政策研究所の調査では、
全国1788自治体のうち898議会で制定されています。埼玉県内で
は、ほぼ半数の議会で制定。

〇議会基本条例の必須３要件（公益財団法人 東京財団政策研究所）
　１． 議会報告会の開催による市民との意見交換 
　２． �市民の政策提言と位置付けた請願、陳情の提出者による意見

陳述
　３． 議員間の自由討議 

※�議会への住民参画がもっとすすみ、充実した議会活動が展開でき
るように３要件も盛り込みました。
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調
査
事
項

　

令
和
３
年
８
月
４
日
、
所

管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

鳩
山
町
で
は
昭
和
46
年
に

給
水
を
開
始
以
来
、
現
在
ま

で
約
１
６
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
水
道
管
を
敷
設
し
て
き
ま

し
た
。

　

当
初
使
用
の
硬
質
塩
化
ビ

ニ
ル
管
、
Ｖ
Ｐ
管
は
、
法
定

耐
用
年
数
を
迎
え
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
平
成
29
年
に
老
朽

管
更
新
基
本
計
画
を
定
め
、

２
０
１
７
年
か
ら
２
０
３
４

調
査
事
項

　

老
朽
配
水
管
の
更
新
を

高
台
寺
浄
水
場
跡
地
の
処
分
を　

子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
安
全
対
策

総
務
産
業
委
員
会

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

⑴�

水
道
管
の
老
朽
化
に

伴
う
布
設
替
の
状
況

に
つ
い
て

年
度
の
18
年
間
に
老
朽
管
の

更
新
を
約
41
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

事
業
総
額
約
18
億
円
と
し
て

い
ま
す
。
配
水
用
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
管
を
導
入
し
ま
す
が
、

こ
の
管
は
耐
震
性
に
優
れ
、

東
日
本
大
震
災
時
に
も
被
害

は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
２
０
２
０
年
度
ま

で
に
更
新
で
き
た
の
は
、
約

２
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、

計
画
通
り
進
ん
で
い
な
い
現

状
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
計
画
通
り
進

ま
な
い
現
状
を
危
惧
す
る
意

見
、
内
部
留
保
金
の
運
用
、

広
域
化
や
民
営
化
、
料
金
値

上
げ
等
の
質
疑
が
あ
り
ま
し

た
。

　

高
台
寺
浄
水
場
は
、
鳩
山

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
水
道
水
の

供
給
を
担
っ
て
き
ま
し
た
が
、

唐
沢
川
の
水
質
悪
化
に
よ
り
、

平
成
18
年
度
に
そ
の
役
割
を

終
え
て
い
ま
す
。

　

建
設
後
48
年
が
経
過
し
、

内
装
等
に
ア
ス
ベ
ス
ト
部
材

が
使
用
さ
れ
、
他
の
用
途
に

使
用
が
困
難
な
施
設
で
す
。

　

平
成
27
年
11
月
、
近
隣
住

民
を
対
象
に
処
分
方
針
の
説

明
会
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

全
く
進
展
な
く
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
３
月
策
定
の
鳩

山
町
第
２
次
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

並
び
に
鳩
山
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
に
お
い
て
、

売
却
を
含
め
た
有
効
活
用
を

す
る
と
定
め
、
令
和
３
年
か

ら
４
年
に
具
体
的
な
活
動
計

画
を
策
定
す
る
と
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

各
委
員
か
ら
は
住
民
説
明

会
後
の
進
め
方
に
問
題
が
あ

る
と
の
指
摘
や
、
早
急
に
施

設
の
処
分
に
向
け
て
具
体
的

な
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
な
ど
の
意
見
、
ま
た
、
ア

ス
ベ
ス
ト
の
処
理
等
に
つ
い

て
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
８
月
５
日
、
所

管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

毎
年
度
、
各
小
中
学
校
か

ら
通
学
路
上
の
問
題
箇
所
が

提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
亀
井
小
学
校

か
ら
６
箇
所
、
今
宿
小
学
校

か
ら
11
箇
所
、
鳩
山
小
学
校

か
ら
13
箇
所
、
鳩
山
中
学
校

か
ら
33
箇
所
が
提
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
新
規
の
も
の
は
少

な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
継
続
で

す
。

　

通
学
路
上
の
問
題
は
、
交

通
安
全
担
当
の
産
業
環
境
課
、

道
路
環
境
担
当
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
、
学
校
教
育
担
当

の
教
育
委
員
会
事
務
局
が
危

険
箇
所
を
把
握
し
て
情
報
の

福
祉
文
教
委
員
会

通
学
路
の
安
全
対
策
に

つ
い
て

配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

耐
震
性
に
優
れ
、
法
定
耐
用
年
数
60
年

学
童
の
安
全
の
た
め
、
新
た
に

設
置
さ
れ
た
ラ
バ
ー
ポ
ー
ル

（
赤
沼
地
内
）

共
有
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

昨
年
度
の
通
学
路
点
検
で

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
対
応

を
行
っ
た
箇
所
は
、
小
用
地

内
で
は
区
画
線
の
塗
り
替
え
、

赤
沼
地
内
で
は
区
画
線
の
塗

り
替
え
と
、
赤
い
ラ
バ
ー

ポ
ー
ル
の
設
置
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
宿
小
学

校
北
側
の
お
し
ゃ
も
じ
通
り

で
は
、
木
の
伐
採
を
し
て
、

車
輌
が
安
全
走
行
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

通
学
路
で
は
交
通
事
故
に

限
ら
ず
暗
い
道
や
不
審
者
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
事
故
な

ど
、
登
下
校
時
に
は
多
く
の

危
険
を
含
ん
で
い
ま
す
。
現

地
確
認
し
て
、
実
際
に
歩
い

て
み
る
こ
と
が
必
要
と
感
じ

ま
し
た
。

⑵�

旧
高
台
寺
浄
水
場
の

処
分
に
つ
い
て
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災
害
復
旧
工
事
が
施
工
さ
れ
た

鳩
山
第
２
中
継
ポ
ン
プ
場

一
部
事
務
組
合
議
会
報
告

町
の
事
業
を
他
の
市
町
と
共
同
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
４
日
、
第
２
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
令

和
２
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て
で
、

賛
成
全
員
で
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

８
月
19
日
に
第
２
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
案
件
は
専
決

処
分
１
件
、
補
正
予
算
１
件
、

決
算
認
定
１
件
で
、
全
て
可

決
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
補
正
予
算
で

は
、
負
担
金
に
つ
い
て
基
準

財
政
需
要
額
が
決
定
し
た
こ

と
に
よ
り
、
構
成
団
体
の
負

担
金
の
変
更
が
行
わ
れ
、
鳩

山
町
は
６
５
４
万
９
千
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
３
日
に
第
２
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

斎
場
建
設
の
周
辺
対
策
と

し
て
、
と
き
が
わ
町
馬
場
地

区
の
集
会
場
が
完
成
し
た
と

行
政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
は
、
全
員
の
挙

手
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
、
新
斎
場
建

設
の
た
め
高
額
の
事
業
費
が

歳
出
の
中
心
と
な
り
、
平
成

30
年
度
の
19
億
８
千
万
円
を

ピ
ー
ク
に
、
令
和
元
年
７
億

７
千
万
円
で
し
た
が
、
令
和

２
年
度
決
算
で
は
完
成
後
の

た
め
、
約
２
億
２
千
万
円
と

大
き
く
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
約
６
４
０
０
万
円
の

斎
場
建
設
事
業
債
の
元
金
償

還
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る

火
葬
処
理
能
力
は
、
最
大
１

日
18
件
ま
で
処
理
で
き
る
そ

う
で
す
。

　

鳩
山
町
の
斎
場
使
用
件
数

は
、
令
和
２
年
は
１
７
６
件

と
前
年
度
よ
り
わ
ず
か
に
減

少
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
11
日
に
第
２
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
令
和
３
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
、
令
和
２
年

度
一
般
会
計
決
算
認
定
等
の

３
件
で
、
全
て
原
案
ど
お
り

可
決
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
は
、
周

辺
対
策
事
業
交
付
金
２
億
円

が
皆
減
さ
れ
、
更
新
施
設
建

設
基
金
に
戻
さ
れ
ま
す
。

　

原
因
は
官
製
談
合
事
件
で
、

鳩
山
町
の
事
業
執
行
に
対
し

坂
戸
地
区
衛
生
組
合

西
入
間
広
域
消
防
組
合

広
域
静
苑
組
合

埼
玉
西
部
環
境
保
全
組
合

て
疑
義
が
あ
り
、
今
後
、
原

因
究
明
、
再
発
防
止
策
な
ど

が
講
じ
ら
れ
、
事
業
執
行
で

き
る
状
況
で
あ
る
と
構
成
市

町
間
で
確
認
で
き
た
場
合
に

再
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

周
辺
対
策
交
付
金
は
、

『（
仮
称
）
鳩
山
新
ご
み
焼
却

施
設
の
運
営
等
に
関
す
る
協

定
書
』
に
「
８
億
円
を
上
限

と
す
る
」、
ま
た
、『（
仮
称
）

鳩
山
新
ご
み
焼
却
施
設
整
備

に
係
る
地
元
対
策
費
の
交
付

に
関
す
る
確
認
書
』
に
は
、

「
地
元
対
策
費
は
８
億
円
を

上
限
と
し
、
そ
の
交
付
期
間

は
平
成
31
年
度
か
ら
平
成
34

年
度
ま
で
、
各
年
度
に
２
億

円
を
定
額
交
付
す
る
こ
と
を

基
本
と
す
る
」
と
書
か
れ
て

お
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
長
年
、
焼
却
施

設
の
稼
働
を
受
け
入
れ
て
く

だ
さ
る
地
元
の
皆
様
に
は
、

直
接
関
係
が
な
い
原
因
に
基

づ
い
て
、
こ
の
措
置
が
取
ら

れ
た
こ
と
は
非
常
に
残
念
で

す
が
、
鳩
山
町
と
し
て
は
、

組
合
構
成
市
町
の
皆
様
に
納

得
い
た
だ
け
る
よ
う
早
急
に

改
善
策
を
講
じ
、
再
発
防
止

に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
２
年
度
の
１
人
１
日

当
た
り
の
家
庭
系
ご
み
排
出

量
は
、
全
項
目
で
鳩
山
町
が

ト
ッ
プ
で
し
た
。

　

８
月
18
日
に
第
２
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

毛
呂
山
・
越
生
・
鳩
山

公
共
下
水
道
組
合

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
２
件

で
、
令
和
２
年
度
下
水
道
事

業
会
計
決
算
認
定
と
令
和
３

年
度
下
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
で
す
。
２
件
と
も
原
案

ど
お
り
可
決
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

令
和
２
年
度
の
主
な
建
設

改
良
事
業
は
、
毛
呂
山
町
川

角
地
内
等
で
管
渠
整
備
工
事

約
１
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

施
工
、
鳩
山
第
２
中
継
ポ
ン

プ
場
で
は
災
害
復
旧
工
事
、

毛
呂
山
処
理
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
は
耐
震
補
強
工
事
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

令和２年度一部事務組合の決算状況 ※万円以下は四捨五入
名称 歳入額 歳出額 町負担額 借入残高 基金残高

坂戸地区衛生組合 2億7,312万円 2億4,359万円 2,513万円 3,750万円 3,001万円
埼玉西部環境保全組合 30億4,885万円 30億1,685万円 1億9,778万円 23億2,499万円 15億3,763万円
西入間広域消防組合 13億2,354万円 12億9,251万円 2億9,185万円 7億1,119万円 5,541万円

毛呂山・越生・鳩山
公共下水道組合

収益的収入
21億546万円

資本的収入
6億8,464万円

収益的支出
17億2,572万円

資本的支出
10億1,426万円

1億3,377万円 50億1,268万円

広域静苑組合 2億2,141万円 2億740万円 1,069万円 14億3,258万円 1,813万円
合計 6億5,922万円 95億1,894万円 16億4,118万円
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第
154
号
編
集
委
員　
（
委
員
長
） 

野
田
小
百
合　
（
委
員
）
石
井
計
次
・
松
浪
健
一
郎
・
小
鷹
房
義
・
中
山
明
美
・
関
根
清
隆

次回定例会は

11月30日から
（予定）

　

鳩
山
町
に
官
製
談
合
と
い
う

激
震
が
走
り
ま
し
た
。
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
官
と
民
と
の
癒
着

が
、
町
の
信
用
を
失
墜
さ
せ
ま

し
た
。

　
「
罪
を
憎
ん
で
人
を
憎
ま
ず
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
や

は
り
、
町
民
に
と
っ
て
は
納
得

で
き
ま
せ
ん
。

　

最
近
ま
で
は
、
人
生
70
年
と

編
集
後
記

頑張っている人たちを紹介します！
ズームアップ　

認定新規就農者の皆さん
　８月17日に、プレオープンしたばかりの上熊井
農産物直売所の一角をお借りして、お話を伺いま
した。（緑字は編集委員会コメント）
※�認定新規就農者とは、新たに農業を営もうとする青
年等で、町から自らの農業経営の目標などを記した
「青年等就農計画」の認定を受けた方のことです。

●鳩山で農業を始めたきっかけと就農状況
石田さん
　�農業経済学を学び、現場で活かしたいと思った。
直売所で販売し、給食センターに納めるなど、
地産地消の農業をしてみたかった。
　�大豆戸で４年４カ月。100アールにオクラ、ト
マト、人参、菊芋など栽培。

多賀谷さん
　�秋田の大館にいた。鳩山で農業してくれる人を
探していると知り、鳩山に来た。
　�奥田で５年半になる。稲作20アール、ニンジン
イチゴなど30アール。

飯島さん
　2015年に移住。2016年に千春さんが就農、
　2019年に紘一さんが脱サラして農業に。
　�大橋の耕作放棄地を150アール借り、ネギ、ニ
ンニクなど耕作。

皆さん減農薬で頑張っているそうです。

●鳩山の第1印象は
・里山があり、自然が豊かで景観が良い。
・坂戸、毛呂山、越生に近く、利便性が良い。
・スローな良さが魅力。
・知り合いがいたので安心。

●鳩山で農業してみて良かったことは
・周りの人が温かい。
・友だちや仲間ができ、人間関係が深まった。
・適度な田舎が良い。

●鳩山で農業してみて大変だったことは
・夏がとにかく暑い。
・農業指導士が少ない。相談できる体制が欲しい。
・�耕作放棄地を借りているが、粘土質の土壌は栄
養素をためるが、作業性は良くない。

●鳩山のこれからの農業に必要なことは
・�後継者が必要で、次世代につながる農業、自然
に優しい農業への取り組み。
・�鳩山の農業を気軽に、しかも本格的に学べると
ころが欲しい。土壌のことなど営農指導しても
らう仕組みが欲しい。
・�県の農林振興センターなどに連絡を取り、農業
普及員にアドバイスを求めることができます。
フォロー体制が必要ですね。

●これからの鳩山町にズバリ必要なことは
・お店や仕事が、もっとあると良い。
・�教室がゆったりしており、教育環境が優れてい
る。もっとアピールしてよい。こどもを大切に
する町の取り組みは大切。

●�

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

お
２
人
に
町
の
特
産
品
を

差
し
上
げ
ま
す
。

（
応
募
方
法
）

　

は
が
き
に「
答
え
・
住
所
・

氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電

話
番
号
」を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
あ
て
先
）

〒
350-

0392

　

鳩
山
町
大
豆
戸
184-

16

　

議
会
事
務
局 

ク
イ
ズ
係

（
締
切
）
11
月
30
日
㈫

★
前
号
の
答
え

　

①
ロ　

②
ロ

153
号
の
当
選
者
お
２
人

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〇
佐　

藤　

サ
チ
子　

様

〇
嵯　

峨　

千
代
美　

様

議
会
ク
イ
ズ

問
題
１

　

�

表
紙
の
畑
の
作
物
は
何

で
す
か
？

　
　

イ 

ナ
ス

　
　

ロ 

大
豆

　
　

ハ 

オ
ク
ラ

問
題
２

　

�

町
の
特
別
定
額
給
付
金

の
給
付
率
は
？

　
　

イ 

55
・
５
％

　
　

ロ 

77
・
７
％

　
　

ハ 

99
・
９
％

問
題
３

　

�

議
会
へ
の
ご
意
見
・
ご
感

想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（傍聴アンケートは P14）

■請願、陳情は11月19日
　�17時までに提出して
下さい。

■�議会ホームページから
音声配信しています。
　�速報版は翌日（休日を除
く）から配信されます。

QRコード

左：飯島紘一さん（飯島千春さんはご都合でお休み）
中央：多賀谷優希さん　右：石田裕也さん

言
わ
れ
て
来
ま
し
た
。

　

今
は
１
０
０
年
時
代
と
言
わ

れ
ま
す
。
１
０
０
歳
を
元
気
に

迎
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
喜
び
だ

と
感
じ
ま
す
。
自
分
の
中
に
、

多
く
の
良
い
こ
と
を
探
し
て
生

き
て
行
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
皆
さ
ん
に

と
っ
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
事

件
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
議
会

と
し
て
も
、
再
発
防
止
に
取
り

組
み
ま
す
。�

（
小
鷹
）


